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平成24年度行政評価結果　
情報ひろば　　
子育てカレンダー
所得税の確定申告と住民税申告
20歳から全員加入！国民年金
もりや市民大学聴講生募集
生涯学習コーナー
フォトニュース

空高く揚げよう！　親子たこづくり教室
　12月１日に市役所で親子たこづくり教室を開催しました。16人の子どもたちはた
こ作りの先生から、たこ作りのポイントを教わりながら作業を行っていました。親子
でたこ作りを通してふれあいながら、楽しい時間を過ごしました。
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謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
制
施
行
10
周
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
、
市
民
組
織
の
実
行
委
員
会
に

お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
念
式
典
を
始

め
と
す
る
各
種
記
念
事
業
の
展
開
に
よ

り
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
〝
10

周
年
〞
を
祝
福
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、「
質
の
高
い
環
境
・
景
観
の
保
全
・

創
造
に
よ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
国
際

賞
」（
通
称 

リ
ブ
コ
ム
）
に
お
い
て
、
銀

賞
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
リ

ブ
コ
ム
と
は
、
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
の

成
果
を
表
彰
す
る
世
界
で
唯
一
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
あ
り
、
国
際
的
に
も
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
が
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
の
剣
道
女
子
団
体
に
お
い
て
、
守
谷
高

校
が
２
年
連
続
４
回
目
の
優
勝
を
果
た

し
、
さ
ら
に
全
国
中
学
校
体
育
大
会
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
女
子
の
部
で
は
、
け
や
き
台

中
学
校
が
春
夏
連
覇
を
達
成
す
る
な
ど
、

２
０
１
２
年
は
守
谷
市
に
と
っ
て
活
気
に

満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
は
長
引
く
景
気
低
迷
の
影

響
に
加
え
、
引
き
続
き
放
射
線
対
策
へ
の

取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
全
庁
を
挙
げ
て
改
革
・
改
善
に
取
り

組
み
、
効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
ま
し
て
は
、
医
療

費
助
成
の
拡
大
や
待
機
児
童
解
消
を
目
的

と
す
る
民
間
保
育
園
の
新
規
開
設
等
に
よ

る
「
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
」、

地
域
包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や

防
犯
活
動
体
制
の
連
携
強
化
等
に
よ
る

「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」、
保
幼
・
小
・
中
・
高
連
携

し
た
教
育
制
度
の
導
入
や
私
立
小
中
高
一

貫
校
の
誘
致
促
進
等
に
よ
る
「
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
さ
ら
な
る
教
育

の
充
実
」、
一
般
家
庭
へ
の
住
宅
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
導
入
や
松
並

土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
で
の
低
炭
素
型

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
等
に
よ
る
「
環
境
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」、
不
妊

治
療
費
の
助
成
に
よ
る
「
新
し
い
命
を
育

む
た
め
の
支
援
」
等
を
重
要
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
、
本
年
も
市
民
の
目
線
に
立
っ

た
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
２
年
目
を
迎

え
る
「
第
二
次
守
谷
市
総
合
計
画
」
に
定

め
た
市
の
新
た
な
将
来
像
「
緑
き
ら
め
き

人
が
輝
く　

絆
つ
な
ぐ
ま
ち　

も
り
や
」

の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
策
定
い
た

し
ま
し
た
「
地
域
福
祉
計
画
」
と
「
地
域

福
祉
活
動
計
画
」
を
着
実
に
実
行
す
る
た

め
、
市
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
担
当

す
る
「
地
域
担
当
職
員
制
度
」
を
定
着
さ

せ
、
行
政
と
市
民
の
皆
様
が
一
緒
に
な

り
、
地
域
の
絆
を
深
め
、
協
働
に
よ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
再
び「
住
み
よ
さ
日
本
一
」

を
目
指
し
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
、
な
お

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
利
根
・
鬼
怒
・
小

貝
の
清
流
と
豊
か
な
緑
に
つ
つ
ま
れ
た

歴
史
と
伝
統
に
輝
く
守
谷
の
市
民
で
す
。

　

こ
の
郷
土
を
愛
し
、
健
康
で
明
る
く

住
み
よ
い
文
化
都
市
を
目
ざ
し
て
、
こ

こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
水
と
緑
に
親
し
み
、
自
然
を
愛
し
、

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
豊
か
な
心
を
育
て
、
体
を
き
た
え
、

健
康
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、教
育
文
化
を
た
か
め
、個
性
を
の
ば
し
、

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
い
家
庭
を
き
ず
き
、
き
ま
り

を
守
り
、平
和
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、互
い
に
助
け
合
い
、責
任
を
果
た
し
、

生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

（
平
成
２
年
11
月
制
定
）　

（
平
成
14
年
２
月
継
承
）　

守
谷
市
民
憲
章

守
谷
市
民
憲
章

◆市の鳥
小綬鶏

（こじゅけい）

◆市の花
山百合

（やまゆり）

◆市の木
松

（まつ）

地
域
の
絆
を
深
め
、
市
民
パ
ワ
ー
に
よ
る

地
域
の
絆
を
深
め
、
市
民
パ
ワ
ー
に
よ
る

　
　

「
住
み
よ
さ
日
本
一
」
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

「
住
み
よ
さ
日
本
一
」
の
ま
ち
づ
く
り

守
谷
市
長　

会
田　

真
一

守
谷
市
長　

会
田　

真
一
2013 年 1月2013 年 1月
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第29回守谷ハーフマラソン　交通規制のお知らせ第29回守谷ハーフマラソン　交通規制のお知らせ
●主　催　守谷市体育協会／茨城陸上競技協会
●問合先　市役所生涯学習課内「守谷ハーフマラソン事務局」　内線278

　２月３日㈰、守谷市体育協会主催の「第29回守谷ハーフマラソン」が開催されます。皆さん、ぜひ
沿道から熱い声援を送ってください。
　なお、当日は交通規制を実施します。大変ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いします。

※規制時間は状況により延長または短縮することがあります

▽
市
役
所
総
合
窓
口
課
開
庁
時
間

　

午
後
２
時
〜
５
時
15
分

▽
中
央
図
書
館
開
館
時
間

　

午
後
２
時
〜
６
時

バ
ス
運
休
・
迂う

回
時
間

窓
口
開
庁
・
開
館
時
間

▼
モ
コ
バ
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
）
全
ル
ー
ト
運
休
時
間

　

始
発
〜
午
後
２
時

▼
路
線
バ
ス
「
守
谷
駅
西
口
〜

美
園
循
環
」
迂
回
運
行
時
間

　

午
前
９
時
〜
正
午

・
迂
回
運
行
中
、「
天
神
〜
け

や
き
台
六
丁
目
」
の
バ
ス
停

を
休
止

▼
路
線
バ
ス
「
守
谷
駅
西
口
〜

新
守
谷
駅
」
迂
回
運
行
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

・
迂
回
運
行
中
、「
岩
町
東
〜

公
営
住
宅
前
」
の
バ
ス
停
を

休
止

・・「
松
前
台
一
丁
目
」「
鬼
久
保
」

の
バ
ス
停
を
休
止
（
新
守
谷

駅
行
き
の
み
）

▼
バ
ス
に
関
す
る
問
合
先

・
関
東
鉄
道
㈱
水
海
道
営
業
所

☎
22
・
０
４
５
２

・・
市
役
所
企
画
課　
内
線
３
３
３

守
谷
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

守
谷
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

開
催
に
伴
う
時
間
変
更

開
催
に
伴
う
時
間
変
更

２
月
３
日

２
月
３
日
日日

規　　制　　道　　路

①市道 2858号線
（水道事務所前～守谷市役所～守谷市役所入口）
車両通行止 9:10 ～ 12:30
②県道野田・牛久線
（メヒコ前～常総運動公園入口）
車両通行止 9:10 ～ 12:30
③県道取手・豊岡線
（立沢～野木崎郵便局）
車両通行止 9:10 ～ 12:30

④市道 101号線
（守谷市役所入口～天神）
車両通行止 9:50 ～ 12:00　　
※　　　は、ランナー通過後解除
⑤市道 109号線、市道 2245号線
　市道 2092号線
（立沢橋南～市営住宅入口）
車両通行止 9:50 ～ 10:35
⑥市道 102号線
（市営住宅入口～板戸井丁字路）
車線規制 10:00 ～ 10:40

⑦県道取手・豊岡線
（板戸井丁字路～常総運動公園入口）
矢印方向車両通行止10:00～ 10:50

⑧県道野田・牛久線
（野木崎郵便局～大柏）
車両通行止 10:15 ～ 12:00

⑨県道野田・牛久線：つくば方面
（大柏～つくばみらい市青木）
車両通行止 10:15 ～ 12:00

⑩県道野田・牛久線：守谷ＳＡ方面
（つくばみらい市青木～大柏）
車両通行止 10:15 ～ 12:00

横断できない時間
10:25 ～ 12:00

横断できない時間
10:20 ～ 12:00
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前
年
度
に
実
施
し
た
全
て
の
事

務
事
業
を
行
政
評
価
の
対
象
と

し
ま
す
。
今
年
度
は
６
５
３
事

業
で
、
昨
年
度
の
６
４
８
事
業

に
比
べ
て
、
５
事
業
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、事
務
事
業
ご
と
に「
事

務
事
業
評
価
表
」
を
作
成
し
、

事
業
目
的
や
成
果
の
現
状
を
明

記
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で

実
績
評
価
と
次
年
度
の
方
向
性

を
記
述
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
事
業
評
価
表
で
の
評
価

は
、
担
当
者
お
よ
び
課
長
に
よ

る
１
次
評
価
、
担
当
部
長
に
よ

る
２
次
評
価
と
２
段
階
に
分
か

れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
、
目
的

の
妥
当
性
（
事
業
の
目
的
設
定

は
適
切
か
？
）、
成
果
の
有
効

性
（
成
果
を
伸
ば
す
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
？
）、
効
率
性

（
事
業
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
適

切
か
？
）、
公
平
性
（
受
益
者

負
担
・
機
会
は
公
平
か
？
）
の

視
点
に
立
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。 

　

評
価
結
果
は
、
次
年
度
以
降

の
事
務
事
業
を
計
画
・
実
施
す

る
際
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

　

行
政
評
価
と
は
、
市
が
行
っ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
成

果
を
点
検
し
、
次
年
度
の
行
政

運
営
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

市
が
評
価
す
る
の
は
、
目
標

と
す
る
将
来
像
を
実
現
す
る
た

め
の
手
段
で
あ
る
「
施
策
」
と
、

そ
の
施
策
を
達
成
す
る
具
体
的

手
段
で
あ
る
「
事
務
事
業
」
の

２
種
類
で
す
。

　

今
年
度
は
「
第
二
次
守
谷

市
総
合
計
画 

前
期
基
本
計
画
」

（
計
画
年
度
24
〜
28
年
度
）
の

最
初
の
年
度
に
当
た
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
度
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
「
守
谷
市
総
合
計

画 

後
期
基
本
計
画
」（
計
画
年

度
19
〜
23
年
度
）
の
31
施
策
に

つ
い
て
実
績
評
価
を
行
い
、「
第

二
次
守
谷
市
総
合
計
画 

前
期

基
本
計
画
」
の
27
施
策
に
つ
い

て
、
次
年
度
の
取
組
方
針
を
定

め
ま
し
た
。

　

施
策
評
価
は
、
１
次
評
価
と

２
次
評
価
が
あ
り
ま
す
。
２
次

評
価
は
、
市
長
や
部
長
に
よ
る

全
庁
的
な
判
断
が
下
さ
れ
る
評

価
で
、
次
年
度
の
ま
ち
づ
く
り

方
針
と
直
結
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
全
施
策
の
成
果

水
準
を
確
認
し
、
行
政
運
営
に

係
る
課
題
を
設
定
し
、
次
年
度

に
お
い
て
重
点
的
に
実
施
す
る

施
策
を
決
定
し
て
、
市
の
「
経

営
方
針
」
と
し
て
ま
と
め
ま
す
。

こ
の
経
営
方
針
に
基
づ
い
て
、

次
年
度
の
予
算
配
分
が
行
わ
れ
、

施
策
や
事
務
事
業
が
実
行
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
施
策
評
価
に
は
、
成

果
指
標
値
に
市
民
意
見
（
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）
等
を
反
映

し
て
い
ま
す
。

　

市
の
行
政
評
価
で
は
、「
施

策
」を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
、

つ
ま
り
市
が
行
っ
て
い
る
仕
事

を
「
事
務
事
業
」
と
位
置
づ
け
、

平
成
平
成
2424
年
度
行
政
評
価
結
果

年
度
行
政
評
価
結
果

　

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
に
立
っ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

市
の
仕
事
を
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
行
っ
た
施
策
評
価
（
平
成
25
年
度
施
策
の
方
向
性
）
お
よ
び
事
務
事
業
評
価
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
と
は

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
と
は

今
年
度
は
総
合
計
画
の
転
換
期

今
年
度
は
総
合
計
画
の
転
換
期

施
策
評
価

施
策
評
価

事
務
事
業
評
価

事
務
事
業
評
価

【守谷市の政策体系】 【守谷市行政評価システム】

事務事業事務事業
（施策を達成するための具体的手段）（施策を達成するための具体的手段）

庁議（最終決定）
全庁政策会議結果を次年度経営方針として決定

全庁政策会議
市長・副市長・教育長・部長などで、施策の２次評価結
果をもとに、次年度の施策ごとの方向性や取組方針を全
庁的に検討します。

施策評価（１次評価）
施策の主管課長と関係課長で、成果水準や今後の課題な
どについて検討します。　※基本事業を考慮の上、検討

施策評価（２次評価）
市長ほか特別職・部長などが成果水準から見た貢献度、
重点課題から見た優先度について評価します。

事務事業評価（２次評価）
１次評価結果を受け、担当部長が全庁的な視点で評価し
ます。

事務事業評価（１次評価）
担当者および課長が中心となり、事業の成果や施策への
貢献度について評価し、改革改善について検討します。

事務事業の執行

基本事業基本事業
（施策の具体的方向性）（施策の具体的方向性）

施策施策
（将来像を実現するための手段）（将来像を実現するための手段）

政策政策
（基本政策）（基本政策）

将来像

●問合先　市役所企画課　企画・政策推進G　内線 331、333
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達
成100％以上

未
達
成

80％以上
100％未満

80％未満

●施策評価や事務事業評価に係る評価表・集計結果および経営方針や市民アンケート結果など、詳
細は市ホームページのほか、市役所企画課・総合窓口課、中央図書館の窓口で閲覧できます。

●主な施策の達成状況と
　次年度の方向性

守谷市総合計画後期基本計画
〔31施策中17 施策を掲載〕

施策名 達成率
平成23年度

（仕事の達成度を測るための指標と目標数値）
指　　標 目標値 実績値

のびのび育ちいきい
き子育て支援の充実

安心して子育てができるまち
だと思っている子育て世帯の
割合（％）

80.0 77.6

子どもにやさしいまちだと思っ
ている中・高校生の割合（％） 80.0 87.5 

いきいきと暮らせる
高齢者福祉の推進

生きがいをもって元気に暮ら
している高齢者の割合（％） 80.0 79.8

健やかに暮らせる健
康づくりの推進

定期的に運動・散歩等を実践
している市民の割合（％） 40.0 41.7 

良好な生活環境の保全
市街化区域内未利用地の雑草
除去率（％） 95.0 94.6

公害苦情件数（公害７項目）
（件） 25 27

環境に配慮したライ
フスタイルの実践

省エネなど環境負担低減への
取り組みを実践している市民
の割合（％）

80.0 80.2

みんなで進める廃棄物
の抑制と適切な処理

１人１日当たりごみ排出量（g） 835.0 865.2

資源化（リサイクル）率（％） 30.0 17.0 
みんなで取り組む防
災対策の推進

防災対策を講じている市民の
割合（％） 50.0 63.7

市民生活を守る身近
な安全対策の充実 刑法犯認知件数（件） 1,150 950

個性と創造性を育む
子どもたちの育成

学校の授業が楽しく、勉強が
わかると感じている小・中学
生の割合（％）

85.0 67.6

有効な土地利用の推進 有効に土地利用がされている
と感じる市民の割合（％） 60.0 58.6 

秩序ある市街地の形成
自分の住む地区は緑と調和し
たゆとりある住宅地があるま
ちだと感じる市民の割合（％）

80.0 82.1 

安全で快適な道路網
・交通体系の整備

市内の道路は安全に通行できる
と感じている市民の割合（％） 50.0 61.8

バスは便利に利用できると感
じる市民の割合（％） 30.0 31.4

特色ある集客資源の
発信 イベントの来場者数（人） 28,500 82,200 

協働によるまちづく
りの推進

まちづくり活動に参加した市
民の割合　（％） 55.0 43.6

市民と行政が協働で実施でき
た事業数（事業） 50 30

地域で支えあうコミ
ュニティの充実

地域の課題が地域で解決されて
いると感じる市民の割合（％） 40.0 44.1 

計画的かつ効率的な
行政運営の推進

全事業に占める改革改善を行
った事務事業の割合（％） 30.0 19.4

健全な財政運営の推進
経常収支比率（％） 94.0 90.6

経常的自主財源額（億円） 107.00 117.55

※成果指標および取組方針が複数ある施策は抜粋して掲載

第二次守谷市総合計画前期基本計画
〔27施策中14施策を掲載〕

新しい施策名
25年度
成果の
方向性

25年度
コストの
方向性

子育て支援の充実 ▲ ▲

高齢者福祉の推進 ▲ ■

健康づくりの推進 ▲ ■

生活環境の保全 ▲ ▲

循環型社会の形成 ▲ ■

防災対策の推進 ▲ ■

防犯対策の推進 ▲ ■

学校教育の充実 ▲ ▽

調和の取れた市域
の形成 ▲ ■

道路網・公共交通
体系の整備 ▲ ■

集客資源の創出と
充実 ■ ■

協働によるまちづ
くりの推進 ▲ ▲

地域コミュニティ
の充実 ▲ ▲

適正な行財政運営
の推進 ▲ ▽

成果向上を
目指す ▲

成果維持を
目指す ■

増加　▲

維持　■

削減　▽

達成率 成果の方向性 コストの方向性
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特
定
の
産
業
に
従
事
す
る
労

働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
る
特
定
最
低
賃
金
が
、
改
正

さ
れ
ま
し
た
（
効
力
発
生
日
は

平
成
24
年
12
月
31
日
）。

・・
鉄
鋼
業　
　
　
　

８
０
５
円

・・
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用

機
械
器
具
、
業
務
用
機
械
器

具
製
造
業　
　
　

７
８
９
円

・・
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機

　

器
・
試
験
機
・
理
化
学
機
械

器
具
、
医
療
用
機
械
器
具
・

医
療
用
品
、光
学
機
械
器
具
・

　

守
谷
市
景
観
計
画
の
屋
外
広

告
物
の
表
示
お
よ
び
設
置
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
実
施

し
、
平
成
24
年
12
月
18
日
に
変

更
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の

こ
こ
ろ
を
知
っ
て
学
べ
る

こ
こ
ろ
を
知
っ
て
学
べ
る

出
前
講
座

出
前
講
座
（
講
師
派
遣
）

（
講
師
派
遣
）

茨
城
県
特
定
最
低
賃
金

茨
城
県
特
定
最
低
賃
金

改
正
改
正

守
谷
市
景
観
計
画
の
変
更

守
谷
市
景
観
計
画
の
変
更

お知らせ・開催

お
知
ら
せ

１
か
月
前
ま
で
に
「
団
体
名
・

依
頼
者
名
・
連
絡
先
・
希
望
日

時
・
実
施
場
所
」
を
伝
え
て
、

申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

保
健
セ
ン

タ
ー　

☎
48
・
６
０
０
０

計
画
に
即
し
た
市
独
自
の
屋
外

広
告
物
条
例
を
制
定
す
る
予
定

で
す
。

▼
変
更
内
容　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.m

ori
ya.ibaraki.jp/section/04
10/

）
に
掲
載

▼
問
合
先　

市
役
所
都
市
計
画

課　

ま
ち
づ
く
り
Ｇ　

内
線

２
４
２
、２
４
３

　
「
こ
こ
ろ
を
知
っ
て
学
べ
る

出
前
講
座
」
と
は
、
地
域
の
健

康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
保

健
師
や
精
神
保
健
福
祉
士
が
皆

さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
出
向
き
、
こ

こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
お
話
を

す
る
も
の
で
す
。
正
し
い
知
識

を
学
ぶ
た
め
に
、
ま
た
自
分
の

こ
こ
ろ
の
気
付
き
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

市
内
サ
ー
ク
ル
、
町

内
会
な
ど
の
団
体
▼
派
遣
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
の
間
で
申
込
者
が
希
望
す
る

時
間
▼
場
所　

申
込
者
が
準
備

▼
申
込
方
法　

開
催
予
定
日
の

レ
ン
ズ
、
電
子
部
品
・
デ
バ

イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機

械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
、
時
計
・
同
部
分
品
製
造

業 

７
８
２
円

・
各
種
商
品
小
売
業　
７
５
６
円

▼
適
用
除
外　

次
の
①
〜
③
に

該
当
す
る
方
（
茨
城
県
最
低
賃

金
６
９
９
円
を
適
用
）　

①
18

歳
未
満
ま
た
は
65
歳
以
上
の
方

②
雇
入
れ
後
６
月
未
満
で
あ
っ

て
、技
能
習
得
中
の
方
③
清
掃
、

片
付
け
、
賄
い
の
業
務
に
主
と

し
て
従
事
す
る
方

＊
使
用
者
と
労
働
者
が
合
意

し
「
特
定
最
低
賃
金
額
」
未

満
の
賃
金
で
労
働
契
約
を
結

ん
だ
場
合
で
も
、
法
律
に
よ

り
、
そ
の
賃
金
は
無
効
と
さ

れ
「
特
定
最
低
賃
金
額
」
で

契
約
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

ま
す
。

▼
問
合
先　

茨
城
労
働
局
労
働
賃
金
室　

☎
０
２
９･
２
２
４･

６
２
１
６

開　
　

催

人
権
相
談
所
開
設

人
権
相
談
所
開
設

　

人
権
に
つ
い
て
お
悩
み
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
人
で

悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
無
料
／
秘
密
厳
守
／
事

前
予
約
不
要

▼
日
時　

２
月
１
日
㈮
午
後
１

時
〜
４
時
▼
会
場　

文
化
会
館

▼
相
談
内
容　

人
権
を
侵
害
さ

れ
て
い
る
問
題
、
金
銭
貸
借
・
借

地
・
借
家
・
境
界
・
農
地
・
登
記

問
題
、
相
続・親
族・扶
養・結
婚・

戸
籍
問
題
、
児
童
・
生
徒
の
い
じ

め
問
題
、
そ
の
ほ
か
人
権
に
関
す

る
こ
と
▼
相
談
員　

人
権
擁
護

委
員
・
法
務
局
担
当
官

▼
問
合
先　

市
役
所
市
民
協
働

推
進
課　

人
権
推
進
室　

内
線

１
３
６
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お知らせ・開催

市のごみ排出量・資源物回収量 11月
※ (　)は前月比　※11月25日現在人口　63,928人
※排出量とは常総環境センターへ搬入されたごみ量を示す

種類 排出量・回収量 前年同月 １人１日
当たり

ご
み

可燃 1055.02 ｔ
（▲125.29ｔ）1094.83 ｔ

550 ｇ
（▲46ｇ）

不燃 169.68 ｔ
（▲ 48.15 ｔ） 257.69 ｔ 88 ｇ

（▲22ｇ）

粗大 26.09 ｔ
（＋ 4.53 ｔ） 98.11 ｔ 14 ｇ

（＋ 3ｇ）

資
源
物

新聞 5.84 ｔ
（＋ 0.02 ｔ） 9.05 ｔ 3ｇ

（± 0ｇ）
雑誌・
雑がみ

45.55 ｔ
（▲ 0.21 ｔ） 51.61 ｔ 24 ｇ

（＋ 1ｇ）
ダン
ボール

28.43 ｔ
（▲ 0.31 ｔ） 35.05 ｔ 15 ｇ

（▲ 2ｇ）
古着・ 
布類

14.23 ｔ
（▲ 5.96 ｔ） 21.62 ｔ 7ｇ

（▲３ｇ）

缶 18.10 ｔ
（▲ 5.82 ｔ） 12.95 ｔ 9ｇ

（＋１ｇ）

ビン 32.52 ｔ
（＋ 2.21 ｔ） 30.11 ｔ 17 ｇ

（＋２ｇ）
ペット
ボトル

10.02 ｔ
（▲ 1.31 ｔ） － 5ｇ

（▲１ｇ）
プラ
容器

36.08 ｔ
（＋ 4.47 ｔ） － 19ｇ

（＋３ｇ）
不燃ごみの回収量が、昨年より大きく下がって
います。引き続き、プラスチック製容器包装・ペッ
トボトルの分別回収にご協力をお願いします。

◆衆議院議員総選挙
○小選挙区（茨城県第３区）　 ※届出順／敬称略

候補者名
（所属政党等名）

守谷市に
おける得票数

選挙区におけ
る総得票数

　前田　よしなり
　（日本維新の会）  7,186 票  43,614 票

　小泉　としあき
　（日本未来の党）  6,106 票  46,539 票

　小林　きょうこ
　（日本共産党）  2,570 票  19,177 票

　はなし　康弘
　（自由民主党） 14,366 票 113,158 票

有 権 者 数 49,942 人 投 票 者 数 31,544 人
有効投票数 30,228 票 無効投票数 1,315 票
持ち帰り 1票　投票率 63.16％ ※在外投票含む
○比例代表（北関東ブロック）　 ※届出順

政党等名 守谷市にお
ける得票数 政党等名 守谷市にお

ける得票数
日本維新の会 6,420 票 自由民主党 8,209 票
公明党 3,294 票 民主党 4,655 票
みんなの党 3,835 票 日本共産党 1,394 票
社会民主党   545 票 日本未来の党 2,479 票
幸福実現党   107 票
有 権 者 数 49,942 人 投 票 者 数 31,546 人
有効投票数 30,938 票 無効投票数 607 票
持ち帰り 1票　投票率 63.17％ ※在外投票含む
◆茨城県議会議員守谷市選挙区補欠選挙

　　　　　　　　　　　　　　※届出順／敬称略
候補者名（所属政党等名） 得票数

　小川　一成（自由民主党） 13,124 票
　山﨑　裕子（無所属）  7,178 票
　かじおか　博樹（無所属） 10,015 票
有 権 者 数 49,348 人 投 票 者 数 31,230 人
有効投票数 30,317 票 無効投票数 913 票
持 ち 帰 り 0票 投　票　率 63.29％

　

県
臨
床
心
理
士
会
で
は
日
本

臨
床
心
理
士
会
と
協
力
し
て
地

域
の
皆
さ
ん
の
〝
こ
こ
ろ
の
悩

み
〞
に
つ
い
て
臨
床
心
理
士
に

よ
る
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

心
配
や
悩
み
が
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時　

１
月
27
日
㈰
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
相
談
先　

☎
０
２
９
・
２
２

８
・
８
３
２
４
（
当
日
限
り
）

※
相
談
料
無
料
（
通
話
料
は
ご

負
担
し
て
く
だ
さ
い
）

県
臨
床
心
理
士
会
「
第

県
臨
床
心
理
士
会
「
第
1414
回回

こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談
」

こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談
」

第 46回衆議院議員総選挙
茨城県議会議員守谷市選挙区補欠選挙

選挙
結果

当

当
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▼
募
集
戸
数　

２
戸

※
募
集
期
間
中
に
空
室
が
発
生

し
た
場
合
は
募
集
住
宅
に
含

め
る

▼
規
格

　
３
Ｄ
Ｋ
（
和
室
６
畳
×
２
間
＋

洋
室
４
畳
半
×
１
間
＋
Ｄ
Ｋ
）

▼
所
在
地

　

薬
師
台
四
丁
目
２-

３

▼
家
賃
（
月
額
）

　

収
入
お
よ
び
扶
養
親
族
数
等

に
よ
り
決
定

▼
応
募
資
格

　

次
の
①
〜
⑥
を
全
て
満
た
し

て
い
る
方

①
住
宅
困
窮
者
で
あ
る

②
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

所
が
あ
る

③
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
い
る

④
県
税
お
よ
び
市
税
等
を
滞
納

し
て
い
な
い

⑤
市
条
例
で
定
め
る
収
入
基
準

に
該
当
す
る

⑥
暴
力
団
員
で
な
い

※
収
入
基
準
と
は
、
月
額
所
得

が
一
般
世
帯
で
15
万
８
０
０

　

０
円
以
下
、
裁
量
世
帯
（
小

学
校
未
就
学
の
者
が
い
る
世

帯
等
）
で
21
万
４
０
０
０
円

以
下

募　　集

荒
れ
等
の
対
策
（
ス
ト
ー
マ
専

門
看
護
師
）
②
介
護
保
険
の
仕

組
み
・
利
用
の
仕
方
（
茨
城
県

介
護
保
険
室
）③
装
具
の
展
示
・

説
明
④
悩
み
や
困
り
ご
と
の
相

談
等
▼
申
込
締
切
日　

２
月
18

日
㈪

▼
申
込
・
問
合
先　
（
公
社
）

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
茨
城
県

支
部　

山
之
内
☎
０
２
９
７
・

62
・
７
４
６
３

▼
日
時　

２
月
24
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
30
分
▼
会
場

つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
つ
く

ば
市
吾
妻
一
丁
目
10- 

１
）

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
弁

当
代
ほ
か
）
▼
内
容　

①
日
常

生
活
で
の
注
意
点
、
臭
い
・
肌

募　
　

集

人
工
肛
門
・
人
工
ぼ
う
こ
う
の

人
工
肛
門
・
人
工
ぼ
う
こ
う
の

方
の
勉
強
会
（
県
委
託
事
業
）

方
の
勉
強
会
（
県
委
託
事
業
）

▼
申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

　

１
月
21
日
㈪
〜
２
月
４
日
㈪

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

▼
申
込
方
法

　

収
入
の
あ
る
方
全
員
の
収
入

が
わ
か
る
書
類
（
平
成
23
年

分
源
泉
徴
収
票
な
ど
）
を
持

参
し
、
説
明
を
受
け
た
後
、

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
を
添
付
の

上
、
本
人
ま
た
は
同
居
す
る

家
族
の
方
が
申
し
込
む
（
必

要
書
類
は
各
個
人
ご
と
に
異

な
り
、
ま
た
取
得
ま
で
に
日

数
を
要
す
る
も
の
も
あ
る
た

め
、
申
し
込
み
に
は
余
裕
を

持
っ
て
ご
来
庁
く
だ
さ
い
）

※
申
込
後
の
書
類
は
返
却
し
な
い

▼
入
居
者
の
決
定
方
法

⑴
申
込
者
の
生
活
お
よ
び
住
宅

困
窮
度
を
採
点
し
、
入
居
者

選
考
委
員
会
で
入
居
候
補
者

数
人
を
選
考
す
る

⑵
入
居
候
補
者
に
よ
る
公
開
抽

選
を
行
い
、
入
居
者
を
決
定

す
る

▼
申
込
・
問
合
先

　

市
役
所
建
設
課

　

内
線
２
５
２
〜
２
５
４

　

複
数
の
企
業
の
人
事
担
当
者

と
直
接
会
え
る
合
同
面
接
会
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い

（
予
約
不
要
／
参
加
無
料
）。

▼
日
時　

２
月
７
日
㈭
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
※
午
後
１

時
受
付
▼
会
場　

筑
西
合
同
庁

舎
大
会
議
室
（
筑
西
市
二
木
成

６
１
５
）
▼
対
象　

学
生
を
除

く
若
者
や
離
職
中
の
求
職
者

▼
持
参
品　

履
歴
書
※
複
数
用

意
▼
参
加
事
業
所　

約
20
社

▼
問
合
先　

い
ば
ら
き
就
職
支

援
セ
ン
タ
ー
県
西
地
区
セ
ン

タ
ー　

☎
０
２
９
６
・
23
・
３

８
１
１ 元

気
い
ば
ら
き
就
職
面
接
会

元
気
い
ば
ら
き
就
職
面
接
会

参
加
者
（
筑
西
会
場
）

参
加
者
（
筑
西
会
場
）

▼
日
時　

２
月
９
日
㈯
午
後
２

時
〜
▼
会
場　

取
手
市
福
祉
交

流
セ
ン
タ
ー
（
取
手
市
寺
田

５
１
４
４-

３
）
▼
定
員　

先

着
２
０
０
人
▼
参
加
費　

無
料

▼
内
容　
「
大
腸
が
ん
〜
こ
れ

だ
け
知
れ
ば
怖
く
な
い
」
▼
講

師　

工く
ど
う藤

進し
ん
え
い英

氏
（
昭
和
大
学

横
浜
市
北
部
病
院
消
化
器
セ
ン

タ
ー
教
授
）
▼
座
長　

鈴す
ず
き木

武た
け

樹き

氏（
取
手
市
医
師
会
病
院
長
）

▼
主
催　

取
手
市
医
師
会
、
取

手
市
▼
申
込
方
法　

電
話
で
申

し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

取
手
市
保

健
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９
７
・

78
・
２
１
７
１
／
藤
代
保
健
セ

ン
タ
ー　

☎
０
２
９
７
・
70
・

３
５
１
１

生
活
習
慣
病
予
防

生
活
習
慣
病
予
防

市
民
公
開
講
座

市
民
公
開
講
座

市
営
薬
師
台
住
宅
入
居
者
募
集
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募　　集

　

そ
ろ
そ
ろ
健
康
に
も
気
遣
い

が
必
要
…
健
康
の
た
め
に
簡
単

で
ヘ
ル
シ
ー
な
料
理
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？　

も
ち
ろ

ん
料
理
を
し
た
こ
と
の
な
い
方

も
大
歓
迎
で
す
。

▼
日
時　

２
月
９
日
㈯
・
16
日

㈯
（
全
２
回
）
※
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
▼
定
員　

先
着
18
人

▼
参
加
費　

６
０
０
円
（
２
回

分
）
▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
・
布
巾
▼
申
込
方
法

１
月
17
日
㈭
〜
２
月
５
日
㈫
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
に
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
で

申
し
込
む
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

▼
場
所
、
申
込
・
問
合
先　

保

健
セ
ン
タ
ー　
☎
48
・
６
０
０
０

簡
単
・
ヘ
ル
シ
ー
・
男
の

簡
単
・
ヘ
ル
シ
ー
・
男
の

料
理
！　

男
性
の
た
め

料
理
！　

男
性
の
た
め

の
健
康
料
理
教
室

の
健
康
料
理
教
室

場　

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

中
講
座
室
２
（
土
浦
市
大
和
町

９-

１　

ウ
ラ
ラ
ビ
ル
６
階
）

▼
対
象　

30
歳
〜
お
お
む
ね
40

歳
前
半
の
求
職
者
で
全
４
日
間

参
加
で
き
る
方
※
ス
ー
ツ
着
用

▼
定
員　

30
人
▼
内
容　

自
己

分
析
、
応
募
書
類
・
面
接
対
策
、

企
業
見
学
等
▼
参
加
費　

無
料

※
会
場
ま
で
の
交
通
費
、
昼
食

代
等
は
各
自
負
担

▼
申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
雇
用
人
材
協
会　

☎
０
２
９

・
３
０
０
・
１
７
３
８　
　

　

s-college@
koyou-jinzai.org

▼
日
時　

２
月
13
日
㈬
・
14
日

㈭
・
20
日
㈬
、
21
日
㈭
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
▼
会

▼
訓
練
科
名
（
募
集
人
数
）　

機

械
技
術
科
（
７
人
）、
情
報
技

術
科
（
若
干
名
）、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
制
御
科
（
９
人
）
▼
訓
練
期

間　

２
年
▼
応
募
資
格　

高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
方
（
見
込
み
含
む
）

／
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
▼
受

付
期
間　

１
月
28
日
㈪
ま
で
※

必
着
▼
試
験
日　

２
月
１
日
㈮

▼
合
格
発
表　

２
月
６
日
㈬

▼
問
合
先

県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
０
２
９･

８
４
１･

３
５
５
１

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
就
職
カ
レ
ッ
ジ
」

「
就
職
カ
レ
ッ
ジ
」

県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

平
成
平
成
2525
年
度
学
院
生
（
追
加
）

年
度
学
院
生
（
追
加
）

●室温は20℃を目安に！
・・ガスファンヒーター
　ガス 8.15㎥の省エネ（約 1,130 円の節約）
・・石油ファンヒーター
　灯油 10.22㍑の省エネ（約 820 円の節約）
※外気温度６℃暖房の設定温度を 21℃から 20℃
に下げて１日９時間使用した場合の年間比較
●必要なときだけつける！
・・ガスファンヒーター
　ガス 12.68㎥＋電気 3.72kWhの省エネ
　（約 1,750 円＋約 80円＝約 1,830 円の節約）
・・石油ファンヒーター
　灯油 15.91㍑＋電気 3.89kWhの省エネ
　（約 1,270 円＋約 90円＝約 1,360 円の節約）
※いずれも設定温度 20℃で１日１時間運転を短
縮した場合の年間比較
省エネレッスン
◎早めのＯＦＦが決め手　外出や寝る直前まで暖
房をつけているのはもったいない。室温は急に
は下がりません。15分くらい前に切るのがコツ。
◎フィルター掃除で効率アップ　フィルターの手
入れでファンヒーターの性能をフルに活用！掃
除機でホコリを吸い取ったり、ぬるま湯で洗っ
て十分乾燥させてから使用しましょう。

▼出典　（一財）省エネルギーセンター「家庭の
省エネ大事典」

　全ての市民が子どもから高齢者まで心身ともに
健康で生きがいのある生活を送ることができるよ
う食に関する正しい知識を身につけ、食事や栄養
に気をつける視点から「守谷市食育推進計画」の
策定を進め、原案がまとまりましたので公表しま
す。皆さんのご意見をお聞かせください。

▼計画（案）名
　守谷市食育推進計画（案）

▼資料閲覧・配布場所
　保健センター、市役所総務課・市民協働推進課、
　中央･郷州･高野･北守谷の各公民館、文化会館
　　 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/

▼公表・意見提出期限
　２月 12日㈫　17:15 まで

▼意見提出できる方
・・市内在住・在勤・在学の方
・・市内に事務所・事業所がある個人・法人・団体
・・市に対して納税義務がある個人・法人・団体

▼提出方法
　住所・氏名・電話番号を記入した意見書（様式自由）
　を窓口へ、または郵送・FAX・電子メールで提出する

▼提出・問合先
　保健センター　☎ 48-6000　　48-6319
　〒 302-0109　守谷市本町 631 番地の１
　　 hoken@city.moriya.ibaraki.jp

パブリック・コメント（意見公募制度） ＥＥ
エ コエ コ

ＣＯＣＯライフを楽しもう！ライフを楽しもう！

ガス・石油ファンヒーター編守谷市食育推進計画（案）
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2 月の子育てカレンダー2月の子育てカレンダー ウェブ版 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/
携帯版 http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/

月 火 水 木 金 土 日
1
夢 の・ほ 12時～・み・低ほ

2 3

4
夢 に・の12時まで・
　 ほ・中央
ね 親子活動 0～ 1歳★

5
夢 の・ほ

6
夢 の・ほ・み・お

7
夢 ほ・み・お・守中

8予 子育てサークル
夢 の 12時～・ほ・み・低の
　 ・講ソ★

9 10

11

建国記念の日

12
夢 の 12時～・
　 ほ・み・リ★

13
夢 の・ほ・み・お

14
夢 ほ・み・お・守中

15
夢 の・ほ 12時～・み・低ほ
　 ・親子クッキング★

16 17

18
夢 の 12時～・ほ・
　 ポ☆

19
夢 の・ほ・み・
　 守中

20
夢 の・ほ・み・お

21
夢 ほ・み・お・守中

22予 広場 3月分
　（夢っ子・ねっこ）
夢 の・ほ・み 12時～・低み

23
ね 運動会

24
夢 パ

25
夢 の・ほ・北
ね 親子活動 1～ 3歳★

26
夢 の・ほ・み

27
夢 の・ほ・み・お
　（全広場12時まで）

28
夢 ほ・み・お・守中
保 育児健康相談会

予　予約受付開始日　10:00 ～　広場：夢っ子・ねっこ／子育てサークル支援：夢っ子（☎ 48－8804）
ね　ねっこ（まつやま保育園　☎ 45-8828）　　　　　保　保健センター（☎ 48-6000）

　親子活動　9:30 ～　★要予約
　運動会〔０～３歳〕（常総運動公園体育館）　10:00 ～ 12:00　★要予約
夢　地域子育て支援センター ・夢っ子（☎ 45-2462）

　の　夢っ子ひろばのぎさき（地域子育て支援センター）　9:30 ～ 15:30
　　リ　リトミック　10:00 ～・11:00 ～　★要予約
　　に　にこにこ相談　13:00 ～ 15:00
　　ポ　ぽかぽか子育て教室　10:00 ～ 12:00　☆事前に問い合わせ
　　パ　パパと遊ぼう〔未就園の子どもとお父さん〕　10:00 ～ 11:30
　　講ソ　ソーイング教室　10:00 ～ 11:45　★要予約／託児あり
　親子クッキング〔２歳６か月以上の子と保護者〕（保健センター）9:15 ～ 13:00　★要予約
　ほ　夢っ子ひろばほくえん（北園保育所集会室）　10:00 ～ 15:00
　み　夢っ子ひろばみずきの（郷州小学校）　10:00 ～ 15:00
　お　夢っ子ひろばおおがしわ（大柏生活改善センター）　10:00 ～ 15:00
　中央　出前広場中央（中央公民館和室）　10:00～ 14:00
　守中　出前広場守中（守谷中学校コミュニティルーム）　10:00～ 14:00
　北　出前広場北守谷（北守谷公民館ホール）　10:00 ～ 14:00
　低　低年齢の広場〔１歳の誕生日まで〕
　　　（のぎさき／ほくえん／みずきの）12:00 まで
○北守谷児童センター「キ ・ ターレ」（☎ 45-2278）　10:00 ～ 17:00
　 http://www.moriya-koryuplaza.jp/index.php?id=4
○南守谷児童センター「ミ ・ ナーデ」（☎ 21-1224）　10:00 ～ 17:00
　 http://members3.jcom.home.ne.jp/minaade/

0 予定は変更される場合

があります。

詳細は各事業所へお問

い合わせください。

子育て情報は、支援セ

ンター発行の『お便り』

（各広場や市役所・公

民館などで取得）や、

ホームページで見るこ

とができます。

■虐待相談通報窓口　市役所児童福祉課　月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－1111　内線 157
■家庭児童相談室　　市民交流プラザ内　月～金曜日　8:30 ～ 17:00　☎ 45－2314
　＊子どもの言葉・発達・成長・育児に対する不安などのさまざまな相談に応じます。
　＊出張相談（南守谷児童センター）　毎週金曜日　10:00 ～ 11:30
■育児相談　※メール相談は随時受付

地域子育て
支援センター・夢っ子 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－2462 土塔中央保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－1876

北園保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－4897
ねっこ

まつやま保育園 月～金曜日　8:30 ～ 16:00　☎ 45－8828 保健センター 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－6000

・ 地域子育て支援センター 9:30 ～ 16:00

・ まつやま保育園 9:00 ～ 16:00

・ 土塔中央保育所 10:00 ～ 16:00

・ 北園保育所 10:00 ～ 16:00

・ わかばのもり保育園 10:00 ～ 15:00

園
庭
開
放
（
月
～
金
曜
日
）

※広場２月分予約は、１月 24日㈭から受付開始
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「
ね
っ
こ
」

う
ん
ど
う
か
い

▼
開
催
日

　

２
月
23
日
㈯

※
雨
天
決
行

▼
開
催
時
間

　

午
前
10
時
〜
正
午

※
受
付
午
前
９
時
30
分

▼
会
場

　

常
総
運
動
公
園
体
育
館

▼
対
象

市
内
お
よ
び
近
隣
在
住
で
、

０
〜
３
歳
児
（
平
成
21
年
４

月
〜
平
成
25
年
生
ま
れ
）

▼
定
員

　

親
子
１
５
０
組

▼
持
ち
物

・
上
ば
き
用
運
動
靴
（
親
子
と
も
）

・
座
布
団
・
マ
ッ
ト
な
ど
の
敷
物

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

▼
申
込
方
法

「
保
護
者
名
、
お
子
さ
ん
の

氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
・

電
話
番
号
」
を
明
記
し
た
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
、
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
先　

ね
っ
こ

☎
45
・
８
８
２
８
（
月
〜
金
曜

日　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

　

45
・
７
１
９
３

　

nekko-m
atsuyam

a@

　

yam
ayurikai.or.jp

　

興
味
は
あ
る
け
ど
、
な
か
な

か
料
理
に
手
が
出
な
い
…
と
い

う
お
父
さ
ん
は
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
？

　

今
回
の
食
育
は
パ
パ
が
主
役

の
「
パ
パ
ク
ッ
ク
」
で
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
子

さ
ん
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
開
催
日

　

２
月
23
日
㈯

▼
開
催
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

※
受
付
午
前
９
時
15
分

▼
会
場

　

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
指
導
室

▼
対
象

市
内
在
住
の
４
・５
歳
児（
年

中
・
年
長
児
）
と
そ
の
父
親

※
１
家
族
２
人
ま
で（
託
児
な
し
）

▼
募
集
人
数

　

12
組
24
人

※
定
員
超
過
の
場
合
抽
選

▼
費
用

　

親
子
１
組
５
０
０
円

▼
内
容

・・
骨
付
き
チ
キ
ン
カ
レ
ー

・・
手
作
り
ナ
ン

▼
申
込
方
法

は
が
き
に
「
住
所
、
親
子
の

氏
名
と
ふ
り
が
な
、
お
子
さ

ん
の
年
齢
、
電
話
番
号
」
を

記
入
の
上
、
２
月
１
日
㈮
必

着
で
申
し
込
む

※
決
定
通
知
書
は
２
月
４
日
㈪

発
送
予
定

▼
申
込
・
問
合
先

〒
３
０
２-

０
１
１
７

守
谷
市
野
木
崎
１
９
４
７-

２

守
谷
市
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
・
夢
っ
子「
パ
パ
ク
ッ

ク
②
」
係

☎
45
・
２
４
６
２

▼講師
佐
さ と う

藤綾
あ や こ

子氏（臨床心理士）

▼対象
１歳半～２歳代のお子さんをもつお母
さん（原則３日間とも参加できる方）

▼定員
25 人※申込多数の場合抽選

▼申込方法
１月 31 日㈭までに電話または窓口で
申し込む※３日間とも託児あり（託児
20 人まで／希望する場合は、申込時
に申し出てください）

▼申込・問合先
保健センター　☎ 48-6000

　子どもは日々成長していきます。成長
していくにつれて、新しい発見や喜びも
多いことでしょう。その反面、１歳から
３歳になると自己主張が出始めて、気に
いらないことがあるとかんしゃくを起こ
したり、何でも「いや！」という時期が
あります。
　この時期のお子さんの心の発達と、子
育て中の自分の気持ちのコントロールを
一緒に考えてみませんか？
　当日は託児ができますので、たまには
お子さんと離れて、自分のための時間を
過ごしましょう！

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

日　時 内　容

２月 27日㈬
10:00

～ 11:30

子どものイヤイヤ、か
んしゃくなぜ起こる？
しつけも大事。でも手
に負えないときが…
どんな声かけがいいか
しら？

３月６日㈬
10:00

～ 11:30

私はどうなりたい？
～私の中の虫退治ワー
ク～

３月 15日㈮
10:00

～ 11:30

どうしていけば、余裕
をもった子育てができ
るのか考えてみよう

食 育 事 業

参 加 者 募 集 !!

パパパパ
クック②クック②

出

場

者

募

集

子育てお助け講座
～子どものイヤイヤ期が
　自分のイヤイヤ期に
　　　　　　なる前に～
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め
、
写
し
の
必
要
な
も
の
は

事
前
に
コ
ピ
ー
を
し
て
持
参

※
中
古
住
宅
お
よ
び
増
改
築
の

場
合
の
必
要
書
類
は
、
税
務

署
に
要
確
認

▼
問
合
先

　

市
役
所
税
務
課　

市
民
税
Ｇ

　

内
線
２
０
５
〜
２
０
７

▼
必
要
書
類

㋐
給
与
の
源
泉
徴
収
票

㋑
住
民
票
（
市
役
所
総
合
窓
口

課
で
交
付
）

㋒
登
記
事
項
証
明
書
（
法
務
局

で
交
付
）

㋓
収
入
印
紙
を
貼
付
し
た
売
買

契
約
書
・
請
負
契
約
書
の
写
し

㋔
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入

金
の
年
末
残
高
等
証
明
書

（
借
入
先
が
発
行
）

㋕
認
め
印（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

㋖
本
人
名
義
の
口
座
番
号
の
分

か
る
も
の

＊
「
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
特

例
」
を
受
け
る
方
は
、
次
の

２
点
も
必
要

㋗
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画

認
定
通
知
書
の
写
し
（
県
で

交
付
）

㋘
住
宅
用
家
屋
証
明
書
の
写
し

（
市
役
所
税
務
課
で
交
付
）

ま
た
は
認
定
長
期
優
良
住
宅

建
築
証
明
書（
建
築
士
が
発
行
）

※
㋑
㋒
は
平
成
25
年
１
月
１
日

以
降
に
取
得
し
た
も
の

※
会
場
に
コ
ピ
ー
機
が
な
い
た

　

税
理
士
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
自
分
自
身
で
申
告
書
を
作
成

し
提
出
し
ま
す
（
予
約
不
要
）。

▼
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す

る
方

・・
平
成
24
年
中
に
入
居
し
た
方

で
、
年
末
調
整
の
済
ん
で
い

る
給
与
所
得
者
の
方

・・
医
療
費
控
除
等
の
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
以
外
の
追
加

の
申
告
を
し
な
い
方

・・
ひ
と
り
で
ロ
ー
ン
を
組
ん
で

い
る
方
（
連
帯
債
務
を
し
て

い
な
い
方
）

※
席
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
参

加
は
本
人
ま
た
は
代
理
人
１

　

人
の
み
（
お
子
さ
ん
連
れ
で

の
来
庁
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

▼
日
時

　

１
月
25
日
㈮

・・
午
前
10
時
〜

・・
午
後
１
時
30
分
〜

※
所
要
時
間
約
１
時
間
30
分

▼
会
場

　

市
役
所
大
会
議
室

（
竜
ケ
崎
税
務
署
で
は
既
に

還
付
申
告
受
付
を
実
施
中
）

※
所
得
税
が
納
税
と
な
る
方
の

受
付
は
で
き
ま
せ
ん

▼
日
時

　

２
月
14
日
㈭
・
15
日
㈮

・・
午
前
９
時
〜
11
時

・・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
混
雑
の
状
況
で
早
め
に
受
付

を
終
了
す
る
場
合
あ
り

▼
会
場

　

市
役
所
大
会
議
室

▼
問
合
先

　

市
役
所
税
務
課　

市
民
税
Ｇ

　

内
線
２
０
５
〜
２
０
７

▼
対
象　

所
得
税
の
還
付
申
告

を
受
け
る
給
与
所
得
者
ま
た

は
年
金
所
得
者
（
給
与
・
年

金
を
１
か
所
の
み
か
ら
支
給

さ
れ
追
加
の
控
除
が
あ
る
方

や
、
給
与
収
入
の
合
計
が

１
０
３
万
円
以
下
で
源
泉
徴

収
税
額
が
あ
り
還
付
と
な
る

方
な
ど
）

※
給
与
・
年
金
以
外
の
所
得
が

あ
る
方
は
税
務
署
で
申
告

▼
対
象　

市
・
県
民
税
申
告
以

外
の
申
告
の
う
ち
、
所
得
税

が
還
付
と
な
る
全
て
の
申
告

▼
日
時

　

２
月
15
日
㈮
ま
で

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▼
問
合
先

　

竜
ケ
崎
税
務
署　

☎
０
２
９

　

７
・
66
・
１
３
０
３
（
代
表
）

　

会
場
は
、
水
戸
地
方
法
務
局

取
手
出
張
所
に
近
い
場
所
に
あ

り
ま
す
。
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
の
初
年
度
の
申
告
を
す
る

方
は
、
法
務
局
で
登
記
事
項
証

明
書
を
取
得
し
た
後
に
、
こ
の

会
場
で
申
告
す
る
と
便
利
で
す
。

▼
対
象　

医
療
費
控
除
・
雑
損

控
除
・
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
等
の
所
得
税
の
還
付
申

告
を
受
け
る
給
与
所
得
者
・

年
金
所
得
者
や
、
中
途
退
職

し
給
与
所
得
の
年
末
調
整
が

済
ん
で
い
な
い
方
な
ど

※
給
与
・
年
金
以
外
の
所
得
が

あ
る
方
は
税
務
署
で
申
告

（
竜
ケ
崎
税
務
署
で
は
既
に

還
付
申
告
受
付
を
実
施
中
）

▼
日
時

　

２
月
６
日
㈬
〜
８
日
㈮

・・
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

・・
午
後
１
時
〜
３
時

※
混
雑
の
状
況
で
早
め
に
受
付

を
終
了
す
る
場
合
あ
り

▼
会
場

　

取
手
市
役
所
藤
代
庁
舎
（
取

手
市
藤
代
７
０
０
※
国
道
６

号
沿
い
）

▼
問
合
先　

　

竜
ケ
崎
税
務
署　

☎
０
２
９

　

７
・
66
・
１
３
０
３
（
代
表
）

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

申
告
説
明
会（
守
谷
市
役
所
）

所
得
税
還
付
申
告

（
守
谷
市
役
所
）

所
得
税
還
付
申
告

（
竜
ケ
崎
税
務
署
）

所
得
税
還
付
申
告

（
取
手
市
役
所
藤
代
庁
舎
）

　

平
成
24
年
分
の
市
・
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
日
時
や

必
要
書
類
を
確
認
し
、
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。
期
間
中
は
窓
口
が
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
郵
送
に
よ
る
提
出
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
確
定

申
告
が
お
勧
め
で
す
。

市
・
県
民
税
、
所
得
税　

申
告
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市
・
県
民
税
申
告

（
守
谷
市
役
所
）

▼
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
で
、
確
定
申
告
を

す
る
必
要
が
な
い
方
（
確
定

申
告
を
す
る
方
は
、
市
・
県

民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
）

・・
遺
族
年
金
、
障
が
い
年
金
、

失
業
保
険
等
の
非
課
税
所
得

の
み
で
同
居
の
親
族
の
扶
養

に
入
っ
て
い
な
い
方

・・
金
額
の
記
載
さ
れ
た
税
証
明

書
が
必
要
な
方

・・
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら

市
に
「
給
与
支
払
報
告
書
」

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

・・
給
与
以
外
の
所
得
（
20
万
円

以
上
の
場
合
は
確
定
申
告
が

必
要
）
が
あ
る
方

・・
市
内
在
住
者
以
外
の
扶
養
に

な
っ
て
い
る
方
（
単
身
赴
任

中
の
夫
の
被
扶
養
者
な
ど
）

※
前
年
に
、
市
・
県
民
税
申
告

を
し
た
方
と
所
得
お
よ
び
被

扶
養
者
で
あ
る
こ
と
の
確
認

が
で
き
な
か
っ
た
方
に
は
１

月
下
旬
に
市
役
所
か
ら
申
告

書
を
送
付

▼
日
時
・
会
場

○
２
月
１
日
㈮
〜
13
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

市
役
所
税
務
課
（
２
階
）

○
２
月
14
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈮

・・
午
前
９
時
〜
11
時

・・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

市
役
所
大
会
議
室
（
受
付
時

間
外
は
市
役
所
税
務
課
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
（
た
だ

し
、
２
月
24
日
㈰
と
３
月
３

日
㈰
は
、
午
前
９
時
〜
11
時

の
み
実
施
）

◎
郵
送
に
よ
る
申
告

　

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
郵

送
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
記
載
・
添
付
漏
れ
が

な
い
か
を
よ
く
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
後
日
、
内
容
の
確

認
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
電
話
番
号
を

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▼
郵
送
・
問
合
先

　

〒
３
０
２-

０
１
９
８

　

守
谷
市
大
柏
９
５
０-

１

　

市
役
所
税
務
課　

市
民
税
Ｇ

　

内
線
２
０
５
〜
２
０
７

▼
対
象　

市
・
県
民
税
申
告
以

外
の
全
て
の
申
告

○
所
得
税

　

２
月
18
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈮

○
贈
与
税

　

２
月
１
日
㈮
〜
３
月
15
日
㈮

○
消
費
税
（
地
方
消
費
税
）

　

４
月
１
日
㈪
ま
で

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
（
た
だ

し
、
２
月
24
日
㈰
と
３
月
３

日
㈰
は
、
現
金
納
付
以
外
の

業
務
を
実
施
）

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
問
合
先

　

竜
ケ
崎
税
務
署

☎
０
２
９
７
・
66
・
１
３
０
３

（
代
表
）

●市・県民税、所得税の申告

　東日本大震災により住宅や家財など（自動車、
屋根瓦、塀、墓石を含む）に被害を受けられた方
を対象として、次のとおり、所得税の申告相談会
を開催します。

▼日程
・・稲敷市あずま生涯学習センター
　（稲敷市佐原組新田 1596）
　２月１日㈮　10:00 ～ 11:30、13:30 ～ 15:00
・・竜ケ崎税務署（龍ケ崎市川原代町1182-5）
　２月４日㈪　９:00 ～ 17:00
・・牛久市保健センター（牛久市中央3-15-1）
　２月５日㈫　10:00 ～ 11:30、13:30 ～ 15:00
・・取手市役所藤代庁舎（取手市藤代700）
　２月６日㈬・７日㈭・８日㈮
　10:00 ～ 11:30、13:30 ～ 15:00

▼対象　
⑴平成 24年中に修繕（再修繕・追加工事を含む）
費用などを支出した方
⑵平成 24 年分の申告に雑損控除を繰り越して控
除する方
⑶昨年までに申告手続きが済んでいない方

▼必要書類等　
①被害を受けた資産、取得時期･価格が分かるもの
②被害を受けた資産の取り壊し・除去・修繕費用
などが分かるもの（請求書や領収書など）
③被害を受けたことにより受け取る保険金等の金
額が分かるもの
④市町村から「り災証明書」の交付を受けている
場合には、その証明書
⑤平成 23 年分以前の申告手続きをする方は、そ
の年分の所得金額や所得控除額の分かるもの
（源泉徴収票原本、社会保険料控除証明書、生
命保険料控除証明書など）
⑥平成 22・23 年分の確定申告書を提出している
方は、その控え
⑦還付となる場合は、還付金を受け取る振込口座
（申告者名義の口座に限る）の分かるもの
⑧認め印（スタンプ式不可）

▼問合先
　竜ケ崎税務署　個人課税部門　
　☎ 0297-66-1303
※音声案内に従い「２」番を選択
　（土・日曜日、祝日を除く８:30 ～ 17:00）

竜
ケ
崎
税
務
署
で
の
確
定
申
告

東日本大震災により
被害を受けられた方へ

所得税の申告相談会
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▼
対
象

　
「
市
役
所
で
受
付
で
き
な
い

確
定
申
告
」
以
外
の
申
告

※
市
役
所
受
付
期
間
以
外
の
確

定
申
告
書
の
受
付
や
お
預
か

り
は
で
き
ま
せ
ん

▼
日
時
・
会
場

　

２
月
18
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈮

・・
午
前
９
時
〜
11
時

・・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

市
役
所
大
会
議
室

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
（
た
だ

し
、
２
月
24
日
㈰
と
３
月
３

日
㈰
は
、
午
前
９
時
〜
11
時

の
み
実
施
）

▼
受
付
方
法

　

会
場
前
に
番
号
札
を
用
意

※
受
付
時
間
に
な
っ
た
ら
、
番

号
順
に
受
付
（
市
役
所
に
は

午
前
７
時
30
分
以
降
に
入
る

こ
と
が
可
能
）

▼
問
合
先

・
確
定
申
告
の
内
容
や
記
載
方

法
に
つ
い
て　

竜
ケ
崎
税
務

署　

☎
０
２
９
７
・
66
・
１

　

３
０
３
（
代
表
）

・
確
定
申
告
の
日
程
に
つ
い
て

　

市
役
所
税
務
課　

市
民
税
Ｇ

　

内
線
２
０
５
〜
２
０
７

・・
消
費
税

・・
相
続
税
や
贈
与
税

　

次
の
所
得
や
控
除
を
申
告
す

る
方
は
、
市
役
所
で
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
税
務
署
で
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

・・
配
当
所
得

・・
土
地
建
物
・
株
式
等
の
分
離

課
税
申
告

・・
損
益
通
算
や
繰
越
控
除

・・
青
色
申
告

・・
平
成
24
年
分
以
外
の
過
年
度

申
告

・・
収
支
内
訳
書
の
で
き
て
い
な

い
営
業
・
農
業
・
不
動
産
等

の
申
告

・・
国
外
に
居
住
し
て
い
る
方
を

扶
養
に
入
れ
る
申
告

・・
初
年
度
（
平
成
24
年
中
に
入

居
し
た
方
）
の
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除

・・
住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除

・
住
宅
特
定
改
修
特
別
税
額
控
除

・・
認
定
長
期
優
良
住
宅
新
築
等

特
別
税
額
控
除

・・
事
業
用
資
産
の
雑
損
控
除

・・
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
守

谷
市
に
住
民
登
録
が
な
い
方

の
申
告

・・
必
要
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
な

い
方
（
源
泉
徴
収
票
が
な
い

等
）
の
申
告

・・
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
申
告

　

期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
い

と
、
次
の
よ
う
な
各
種
制
度
や

サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
適
用
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
正
し
い

判
定
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、
収
入

が
な
い
場
合
で
も
必
ず
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

・・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
賦
課
決
定

・・
高
額
療
養
費
や
各
種
医
療
証

の
負
担
区
分
判
定

・・
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

請
や
継
続
審
査

・・
介
護
保
険
に
係
る
各
種
サ
ー

ビ
ス
や
助
成
金
の
判
定

・・
家
族
介
護
支
援
事
業
（
紙
お

む
つ
支
給
）
や
地
域
自
立
生

活
支
援
事
業
の
認
定

・・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
生

活
支
援
事
業
の
認
定

・・
保
育
所
保
育
料
の
算
定
や
幼

稚
園
就
園
奨
励
費
等
の
補
助

金
の
判
定

・・
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

の
判
定

・・
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別

障
が
い
者
手
当
等
の
所
得
判

定
・・
就
学
支
援
の
算
定

・・
市
営
住
宅
家
賃
の
算
定

▼
申
告
を
す
る
全
て
の
方

　

認
め
印（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

▼
還
付
申
告
を
す
る
方

　

本
人
名
義
の
口
座
（
金
融
機

関
・
支
店
名
、
口
座
番
号
）

が
分
か
る
も
の

▼
給
与
所
得
者
・
公
的
年
金
受

給
者

　

源
泉
徴
収
票
の
原
本
（
複
数

あ
る
場
合
は
、
全
て
必
要
／

明
細
や
振
込
通
知
等
し
か
な

い
場
合
、
市
役
所
で
の
確
定

申
告
は
で
き
ま
せ
ん
）

▼
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
者

　

作
成
済
み
の
収
支
内
訳
書

※
収
支
内
訳
書
の
書
き
方
の
相

談
は
、
税
務
署
で
受
付

▼
一
時
所
得
の
あ
る
方

　

収
入
額
お
よ
び
必
要
経
費
が

記
載
さ
れ
た
証
明
書

▼
前
記
以
外
の
所
得
が
あ
る
方

　

報
酬
等
の
支
払
調
書
、
事
業

主
の
支
払
証
明
書
等

▼
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方

　

医
療
費
の
領
収
書
、
保
険
な

ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の

　

明
細
書
（
あ
ら
か
じ
め
、
領
収

　

書
を
個
人
ご
と
に
集
計
）

※
領
収
書
は
「
医
療
費
の
お
知
ら

せ
」
等
で
代
用
で
き
ま
せ
ん

▼
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方

　

国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年

金
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

任
意
継
続
保
険
料
等
の
納
付

済
証
明
書
ま
た
は
領
収
書

▼
生
命
・
地
震
保
険
料
控
除
を

受
け
る
方

　

支
払
額
の
分
か
る
控
除
証
明
書

▼
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
方

　

寄
付
額
と
寄
付
先
が
記
載
さ

れ
た
支
払
証
明
書
ま
た
は
領

収
書

▼
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
方

　

障
が
い
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

要
介
護
認
定
に
伴
う
障
が
い

者
控
除
対
象
者
認
定
書

▼
学
生
の
方

　

学
生
証

▼
住
宅
借
入
金
等
控
除
等
特
別

控
除
を
受
け
る
方
（
２
年
目

以
降
の
方
）

　

平
成
24
年
分
住
宅
取
得
控
除

等
特
別
控
除
申
告
書
お
よ
び

年
末
残
高
等
証
明
書
（
申
告

書
は
作
成
し
て
持
参
）

▼
雑
損
控
除
を
受
け
る
方

　

税
務
署
へ
要
問
い
合
わ
せ

◎
発
行
さ
れ
た
必
要
書
類
等
を

紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
早
め

に
発
行
元
に
再
発
行
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
必
要
書
類
が
不
足
し
て
い
る

場
合
は
申
告
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
役
所
で
は
受
付
で
き
な
い

確
定
申
告

申
告
が
必
要
と
な
る
主
な
制
度

申
告
に
必
要
な
も
の

市
役
所
で
の
確
定
申
告
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▼
配
布
場
所

・・
市
役
所
税
務
課

・・
公
民
館
（
中
央
・
郷
州
・
高

野
・
北
守
谷
）

・・
文
化
会
館

・・
保
健
セ
ン
タ
ー

○
在
庫
が
無
く
な
り
次
第
、
配

布
を
終
了
し
ま
す
。

○
１
月
15
日
㈫
よ
り
前
に
入
手

し
た
い
方
や
在
庫
の
な
い
申

告
書
が
必
要
な
場
合
は
、
税

務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（htt

　

p://w
w
w
.nta.go.jp/

）
か

ら
申
告
書
や
各
添
付
書
類
の

様
式
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

○
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
慣
れ
て
い

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
自
身
で
作

成
し
て
く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ

ン
上
で
作
成
し
、
印
刷
し
た

申
告
書
一
式
を
税
務
署
に
郵

送
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
待
ち
時
間
が
な
く
、

と
て
も
便
利
で
す
！

市
役
所
で
の
確
定
申
告
書

配
布
は
１
月
15
日
㈫
か
ら

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
24
時
間
い
つ
で

も
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。

作
成
終
了
後
、ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
（
国

税
庁
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

送
信
す
る
か
、
印
刷
し
て
書
面

提
出
（
郵
送
可
）
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp/

○
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー

ナ
ー　

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
０
５
７
０
・
01
・
５
９
０
１

▼
ｅ-

Ｔａ
ｘ
の
利
用
前
の
準
備

①
市
役
所
総
合
窓
口
課
で
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
取
得

し
、
電
子
証
明
書
の
発
行
を

受
け
る
。

②
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
ラ
イ

タ
を
購
入
す
る
。

③
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

開
始
利
用
の
登
録
を
す
る
。

▼
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
メ
リ
ッ
ト

・
３
０
０
０
円
の
税
額
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

・
添
付
書
類
の
提
出
が
省
略
で

き
ま
す
。

・
還
付
金
が
書
面
申
告
よ
り
早

く
受
け
取
れ
ま
す
。

▼
郵
送
・
問
合
先

　

〒
３
０
１-

８
６
０
１
龍
ケ
崎

　

市
川
原
代
町
１
１
８
２-

５

　

竜
ケ
崎
税
務
署　

☎
０
２
９

　

７
・
66
・
１
３
０
３
（
代
表
）

Ａ
３

　

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

る
こ
と
に
よ
っ
て
還
付
が
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要

で
あ
る
か
の
自
動
判
定
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
し
な
い
場
合
、

市
・
県
民
税
に
つ
い
て
は
年
金

の
支
払
機
関
か
ら
市
へ
提
出
さ

れ
た
年
金
支
払
報
告
書
の
内
容

で
課
税
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
て
い
る
社
会
保
険
料
や

扶
養
親
族
等
申
告
書
で
申
告
し

た
扶
養
親
族
以
外
の
控
除
を
追

加
す
る
方
は
、
市
・
県
民
税
申

告
が
必
要
で
す
。

Ｑ
２

　

源
泉
徴
収
票
の
再
発
行
を
受

け
た
い
の
で
す
が
。

Ａ
２

　

勤
務
先
ま
た
は
年
金
の
支
給

先
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

Ｑ
３

　

妻
は
パ
ー
ト
に
出
て
い
ま
す

が
、
年
間
収
入
が
い
く
ら
に
な

る
と
市
・
県
民
税
が
か
か
り
ま

す
か
。
ま
た
、
妻
の
年
間
収
入

が
い
く
ら
ま
で
な
ら
、
私
の
配

偶
者
控
除
の
対
象
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

Ｑ
１

　

収
入
は
年
金
の
み
で
４
０
０

万
円
以
下
で
す
。
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
１

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告

か
ら
、「
公
的
年
金
の
収
入
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
公
的
年

金
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下

の
場
合
に
は
確
定
申
告
が
不

要
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
あ
っ

て
も
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ

れ
て
い
れ
ば
、
医
療
費
控
除
や

生
命
保
険
料
控
除
等
を
申
告
す

確
定
申
告
書
作
成
の
注
意

点
（
生
命
保
険
料
控
除
）

よ
く
あ
る
質
問
に

お
答
え
し
ま
す

　確定申告書の第二表にある下記の欄は、
必ず記入してください。記入がない場合、
市・県民税の正しい計算ができません。

パート収入 所得税 市・県民税 夫の配偶者控除 配偶者特別控除
93万円以下 かからない かからない 受けられる 受けられない
93万円を超え
103万円未満 かからない かかる 受けられる 受けられない

103万円 かからない かかる 受けられる 受けられない
103万円を超え
141万円未満 かかる かかる 受けられない 受けられる

141万円以上 かかる かかる 受けられない 受けられない

生
命
保
険
料
控
除

新 生 命
保険料の計

円 旧 生 命 保
険 料 の 計

新個人年金
保険料の計

旧個人年金
保険料の計

介 護 医 療
保険料の計
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【老後の年金だけではありません】　国民年金には、老後の生活費の基礎となり生涯年金が受け取れる
「老齢基礎年金」のほかに、国民年金に加入中に事故や病気で障がいが残った場合に支給される「障
害基礎年金」、死亡した時に生計をともにしていた家族に支給される「遺族基礎年金」があります。
しかし、加入の届出や保険料の納め忘れがあると、年金が受けられないこともありますので、「あの
時に…」と後悔する前に、国民年金に加入し、納付しましょう。　

【税制上も有利です】　納めた保険料は、全額が社会保険料控除の対象です。
【国民年金は国が運営しています】　国民年金では、受け取る年金額の一部を国が負担しています。
◆国民年金の加入者は次の３種類に分かれ、加入手続きや納付方法が違います

第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

加
入
者

学生、アルバイト、自営業、
無職など日本に住む 20 歳
以上 60歳未満の方

厚生年金や共済組合に加入し
ている会社員や公務員の方

厚生年金や共済組合の第２号被保
険者に扶養されている 20 歳以上
60歳未満の妻（夫）

加入
手続先

市役所国保年金課
または年金事務所 勤務先 第２号被保険者の勤務先

保
険
料

自分で納付（平成 24年度）
定額保険料　月額 14,980 円
付加保険料　月額 400 円

給与天引き
（労使折半で保険料負担）

自分で納める必要はありません。
※第２号被保険者が加入する制度
全体が負担

◆20歳になったとき　20歳の誕生月の初旬（１日生まれの方は前月初旬）に年金事務所から「国民
年金のご案内（兼資格取得届）」が送付されます。必要事項を記入して、市役所国保年金課または年
金事務所に提出してください（届かない場合は年金事務所までお問い合わせください）。年金事務所
から年金手帳と国民年金保険料の納付書が郵送されます。

※すでに就職して厚生年金や共済組合などに加入中の場合は、手続き不要です。

Ｑ保険料が払えない！どうすればいいの？
Ａ　今すぐ保険料を納めるのが困難な場合に、学
生には「学生納付特例制度」（学生証や学生で
あることの証明が必要）、30歳未満の方には「若
年者納付猶予制度」（本人・配偶者の前年所得
が一定額以下の場合）があります。申請手続き
をすることで保険料の納付が猶予され後払いが
できます。国民年金の加入手続きと一緒に申請
手続きをしてください。
Ｑ　保険料はどうやって納めるの？
Ａ　納付書により金融機関やコンビニエンススト
アで現金納付ができます。希望により、口座振
替やクレジット納付、電子納付もできますので、
詳細は年金事務所までお問い合わせください。
Ｑ　将来、少しでも多く年金を受けたいので、増
やす方法はありませんか？
Ａ　「付加年金」制度があります。第１号被保険

者（および任意加入者）の方は、月々の定額保
険料に付加保険料（月々 400 円）をプラスし
て納めると、将来受け取る基礎年金に付加年金
が上乗せされます。
　希望により、申し出をすることで申し込んだ
月分から納付できます。
　付加年金の年金額（年額）
　　＝200円 ×付加保険料納付月数
＊付加保険料は当該月の翌月末の期限までに必ず
納付してください。期限を過ぎた場合、当該月
から付加保険料を納めることができなくなりま
す（辞退したことになります）。再度、申し出
が必要となります。

＊上乗年金として国民年金基金もあります。詳し
くは茨城県国民年金基金（☎ 029-225-4797）
にお問い合わせください。なお、付加年金と国
民年金基金の二重加入はできません。

　日本に住む 20歳以上 60歳未満の全ての方は、国民年金に加入し保険料を納めるこ
とになっています。

国民年金　知って安心！Ｑ＆Ａ

●問合先　土浦年金事務所 ●問合先　土浦年金事務所 ☎☎ 029-824-7121 ／市役所国保年金課029-824-7121 ／市役所国保年金課　　年金Ｇ年金Ｇ　　内線 105･106内線 105･106

新成人の皆さんへ新成人の皆さんへ 20歳から全員が加入！国民年金20歳から全員が加入！国民年金
「未来」のあなたを支えるのは、「いま」のあなたです！「未来」のあなたを支えるのは、「いま」のあなたです！
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あ
る
会
合
で
、
防
災
の
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
薪
と
簡
易
か

ま
ど
で
、火
を
お
こ
す
訓
練
を
、

女
性
だ
け
で
行
い
ま
し
た
。
あ

な
た
な
ら
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
用

の
炭
も
着
火
剤
も
な
い
状
態
で

薪
に
ど
う
や
っ
て
火
を
つ
け
ま

す
か
？　

あ
る
年
代
以
上
の
方

や
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
、
火
を
お

こ
す
役
目
の
男
性
た
ち
に
と
っ

て
は
、簡
単
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

で
も
彼
女
た
ち
は
、
簡
単
に
火

を
お
こ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

薪
を
使
っ
て
火
を
お
こ
す
経

験
が
な
い
こ
と
が
原
因
の
第
一

で
す
。
経
験
が
な
い
と
い
う
理

由
に
は
、「
火
を
お
こ
す
仕
事
は
、

男
性
の
役
割
」
と
の
考
え
が
、
毎

日
の
生
活
で
頭
の
片
隅
に
あ
っ

た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

災
害
時
の
備
品
は
、
男
性
、

女
性
、
年
代
の
違
い
無
く
、
誰

も
が
簡
単
に
確
実
に
使
用
で
き

る
物
を
選
択
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

　

そ
れ
以
上
に
、
性
別
、
年
代

が
偏
っ
た
と
き
で
も
、
災
害
を

乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
日

常
で
お
互
い
の
良
い
所
を
教
え

あ
う
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
…
。

○
こ
の
コ
ラ
ム
へ
の
ご
意
見
は

　

kyoudou@
city.m

oriya.

　

ibaraki.jp

市
民
が
ア
ー
ト
に
出
会
う
場
所

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
ア
ー
カ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
よ
り
専
門
的
な
内
容

の
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
提
案
し
、

ア
ー
ト
が
持
つ
力
を
さ
ら
に
発

揮
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
ビ
デ
オ
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
は
？

　

近
年
、
現
代
ア
ー
ト
は
映
像

作
品（
ビ
デ
オ
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
が
主
な
表
現
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
制
作
し
た
映

像
作
品
（
ビ
デ
オ
）
と
そ
の
空

間
の
構
成
も
行
う
（
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
）展
示
表
現
で
す
。

　

今
年
度
の
レ
ジ
デ
ン
ス
を
例

に
取
っ
て
説
明
し
ま
す
。

　

デ
ミ
ル
ジ
氏
（
ト
ル
コ
）
は
、

ス
タ
ジ
オ
を
暗
く
し
、
床
に
古

タ
イ
ヤ
を
敷
き
詰
め
、
５
つ
の

モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
に
は
彼
の
撮
影
し
た

カ
ス
タ
ム
カ
ー
に
関
す
る
率
直

な
取
材
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ

ま
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
映
像
を
見
る
に

は
、
暗
い
空
間
の
中
、
古
タ
イ

ヤ
の
上
を
踏
み
越
え
な
い
と
近

づ
け
ま
せ
ん
。デ
ミ
ル
ジ
氏
は
、

こ
の
空
間
構
成
に
よ
り
、
映
像

を
見
る
私
た
ち
が
抱
く
固
定
観

念
や
相
手
の
葛
藤
を
、
私
た
ち

自
身
の
身
体
感
覚
に
も
訴
え
か

け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
空
間
全
体
で

表
さ
れ
た
作
者
の
意
図
を
読
み

解
く
力
は
、
日
常
生
活
に
も
役

立
つ
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ア
ー

カ
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

て
、
ア
ー
ト
体
験
を
し
て
み
て

く
だ
さ
い
！

◎
イ
ベ
ン
ト
予
告

▼
１
月
〜
２
月
に
「
児
童
館
ス

ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

開
催
予
定

▼
２
月
９
日
㈯
ヒ
ビ
ノ
ホ
ス
ピ

タ
ル
再
来
！　

内
容
は
直
前

ま
で
秘
密
の
ユ
ニ
ー
ク
な

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
!!

●申込・問合先　アーカススタジオ
　☎ 46－2600（10:00～18:00）

・HP（ホームページ）
　http://www.arcus-project.com/
・FACEBOOK（フェイスブック）
　http://www.facebook.com/arcusproject/
・TWITTER（ツイッター）
　http://www.twitter.com/arcusproject/

◇イベント企画や運営等を行っていただくサポーターを常時募集中！　アーカスの最新情報はウェブで！

もりや学びの里でのアーカスの日常

デミルジ氏の作品：「The Tuners」
photo by Akira Yasuda

あ
な
た
は
で
き
ま
す
か
？
（
火
の
お
こ
し
方
）

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム
（
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　

11
月
７
日
㈬
、
小
美
玉
市
小

川
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
第
31
回
茨
城
県
民
生
委
員
児

童
委
員
大
会
で
、
18
年
に
わ
た

り
市
の
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
、
地
域
の
福
祉
向
上
の
た

め
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
松ま

つ
ば
ら原

紀の
り
こ子

さ
ん
（
松
ケ
丘
六
丁
目
）

が
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰

永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
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モ
コ
バ
ス
や
路
線
バ
ス
の
時

刻
表
を
は
じ
め
と
す
る
バ
ス
に

関
す
る
情
報
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
可
能
な
携
帯
電
話

か
ら
確
認
で
き
る
の
を
ご
存
知

で
す
か
。
携
帯
電
話
の
「
お
気

に
入
り
」ま
た
は「
ブ
ッ
ク
マ
ー

ク
」
に
登
録
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

▼
ア
ク
セ
ス
方
法

・・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
携
帯
電
話

の
方
は
、
こ
ち
ら
か
ら
ア
ク

セ
ス

・
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（http://m

obile.
city.m

oriya.ibaraki.jp/

）

を
直
接
入
力
し
て
「
モ
バ
イ

ル
も
り
や
」
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

か
ら
「
市
内
バ
ス
時
刻
表
」

を
選
択

▼
問
合
先

守
谷
市
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
事
務
局
（
市
役
所

企
画
課
）　

内
線
３
３
３

　

ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク

ル
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
粗
大
ご
み
申
込

者
等
か
ら
再
利
用
で
き
る
品
物

を
預
か
り
、
希
望
者
に
無
料
で

提
供
す
る「
も
っ
た
い
な
い
市
」

を
開
催
し
ま
す
。
未
使
用
品
ま

た
は
新
品
に
近
い
品
物
を
多
数

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
常
総
環
境
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」
と
同
時

開
催
で
す
。
新
し
く
な
っ
た
常

総
環
境
セ
ン
タ
ー
の
見
学
や
出

店
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
全
品
抽
選
制

　

複
数
の
希
望
者
が
あ
っ
た
品

物
は
、
当
日
午
後
２
時
か
ら
抽

選
を
行
い
決
定
し
ま
す
（「
早
い

も
の
勝
ち
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

▼
開
催
日　

２
月
24
日
㈰

▼
開
催
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
会
場

　

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

市
内
在
住
ま
た
は
近
隣
市
在

住
の
方

※
事
業
者
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

▼
参
加
・
受
取
方
法

①
受
付
（
午
前
10
時
〜
）
で
応

募
用
紙
を
受
け
取
る

②
希
望
の
品
が
見
つ
か
っ
た
ら

応
募
用
紙
に
記
入
し
、
用
紙

を
各
品
物
の
前
に
あ
る
箱
に

入
れ
る
（
１
人
２
品
ま
で
）

③
午
後
２
時
か
ら
抽
選
会
実
施

④
抽
選
終
了
後
、
当
選
者
は
そ

の
場
で
品
物
を
受
け
取
る

（
持
ち
帰
り
が
困
難
な
場
合

は
、
後
日
市
役
所
で
品
物
を

受
け
取
る
）

※
抽
選
会
不
参
加
の
方
で
当
選

し
た
場
合
は
、
後
日
連
絡

◎
リ
サ
イ
ク
ル
品
募
集
！

　

ま
だ
新
し
く
、
使
え
る
品
を

お
持
ち
の
方
で
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
生
活
環
境

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
10
月
開
校
の
も
り
や
市

民
大
学
で
は
、「
守
谷
を
知
る
」

を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
講
座

を
開
催
中
で
す
。
興
味
を
お
持

ち
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
※
聴
講
無
料

▼
講
座
日
程　

左
表
の
と
お
り

▼
会
場　

市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
会
議
室
▼
対
象　

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
15
人

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
市

民
協
働
推
進
課　

内
線
１
３
２

／
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
46
・
３
３
７
０

QRコード

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
習
慣
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
…

第
４
回
も
っ
た
い
な
い
市

第
４
回
も
っ
た
い
な
い
市

●
問
合
先

　

市
役
所
生
活
環
境
課

　

内
線
１
４
２
〜
１
４
４

「
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー

「
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
デ
ー
」
も
同
時
開
催

ふ
れ
あ
い
デ
ー
」
も
同
時
開
催

も
り
や
市
民
大
学　

聴
講
生
募
集
!!

バ
ス
の
時
刻
表
が

バ
ス
の
時
刻
表
が

携
帯
電
話
か
ら

携
帯
電
話
か
ら

見
ら
れ
ま
す
！

見
ら
れ
ま
す
！

土曜コース
１月19日　10:30～ 12:00
市政講座（市民協働・都市
基盤）
講師：市職員

２月２日　10:30 ～ 12:00
ライフデザインを考える
講師：古

こ ざ い

在豊
と よ き

樹氏（うらや
す市民大学学長）

2月 16 日　10:30 ～ 12:00
守谷の町内会
講師：髙

た か ぎ

木保
たもつ

氏（下ケ戸町
内会長）

3月 9日　10:00 ～ 11:30
先進事例を聞く
「うらやす市民大学」
講師：浦安市市長公室

火曜コース
１月 22日　10:30 ～ 12:00
市政講座（福祉・地域防災）
講師：市職員
１月 29 日　10:30 ～ 12:00
守谷の国際交流
講師：小

お が わ

川一
いっせい

成氏（市国際交流協会会長）
２月５日　10:30 ～ 12:00
守谷のまちづくりを考える
講師：西

に し お

尾京
きょうすけ

介氏（都市計画コンサル
タント）
２月 19日　10:30 ～ 12:00
守谷の防災
講師：飯

いいじま

島安
やすひろ

廣氏（守谷の地域防災を
考える会役員）
3月 12 日　10:00 ～ 11:30
先進事例を聞く
｢我孫子市社会福祉協議会｣
講師：我孫子市社会福祉協議会
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http://www.moriya-cac.org/

　「もりやのおひなまつり」を盛り上げるために、
あなたのつるし飾りを出展してください。

▼申込方法　１月25日㈮までに電話またはFAX
（住所、氏名、連絡先）で申し込む

▼ 作品持込　２月５日㈫ 14:00 ～ 16:00 に市民
活動支援センターへ持ち込む

▼申込・問合先
　石川☎ 45-3883、赤井☎ 45-5358

「もりやのおひなまつり」
・・いこいの郷常総
　　２月 10日㈰～３月 10日㈰
・・アピタ守谷店
　　２月 13日㈬～３月 12日㈫
・・イオンタウン守谷
　　２月 14日㈭～３月 11日㈪
・・市民活動支援センター
　　２月 22日㈮～３月 8日㈮
・・守谷市役所
　　２月 20日㈬～３月 10日㈰

　助成金をどこに申請したらよいか分からない
など困ったことはありませんか？　この機会に
経験豊かな専門家から教えてもらいましょう！

▼日時　１月 27日㈰　10:30 ～ 11:30

▼会場　市民活動支援センター会議室

▼費用　無料

▼講師　古
ふるはし

橋俊
と し お

夫氏（ＮＰＯ法人スマートコン
　　　　シェルジュセンター守谷支部）

▼申込・問合先　市民活動支援センター

　表現力にすぐれ現
代感覚にあふれた破

は

体
たい

書
しょ

の数々をご覧く
ださい。

▼期間
１月 24日㈭

～２月 14日㈭

▼会場・問合先
市民活動支援センタ
ーフリースペース

　昨年も多くのボランティアの皆さんのおかげ
で、守谷駅西口が、街路樹のイルミネーション
と階段に並べられたツリーによってロマンチッ
クに彩られました。

主催　ひなまつり実行委員会

書書道道展展

小
こ ま つ ば ら

松原
筑
ち く す い

穂
と

仲間展

ご協力ありがとうございました！

助 成 金 申 請 講 座

クリスマス・ファンタジークリスマス・ファンタジー
20122012★ ★ ★ ★ ★ ★

つ る し 飾 り 募 集つ る し 飾 り 募 集
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市
で
は
、
県
の
代
表
と
し
て

全
国
大
会
以
上
の
競
技
会
・
コ

ン
ク
ー
ル
等
に
出
場
・
参
加
し
、

上
位
入
賞
し
た
方
な
ど
に
奨
励

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
（
ア
マ

チ
ュ
ア
に
限
る
）。

　

交
付
対
象
と
な
る
大
会
や
要

件
な
ど
は
、「
守
谷
市
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
奨
励
金
交
付
要

綱
」
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習

課　

内
線
２
７
７
〜
２
７
９

　

http://w
w
w
.city.m

ori
ya.ibaraki.jp/section/
0820/sport/

▼
対
象
と
な
る
大
会
の
一
例

・・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・・
世
界
選
手
権
大
会

・・
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会

・・
全
国
小
学
生
大
会

・・
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク

・・
全
国
中
学
校
選
抜
大
会

・・
全
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会

・・
全
国
高
等
学
校
選
抜
大
会

・
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

・・
日
本
選
手
権

・・
国
民
体
育
大
会

・・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

・・
文
部
科
学
省
が
主
催
す
る
全

国
規
模
の
コ
ン
ク
ー
ル
等

　

守
谷
の
皆
さ
ん
、
寒
い
ベ
ル

リ
ン
か
ら
こ
ん
に
ち
は
！　

私

た
ち
は
10
月
に
来
日
し
、
出

会
っ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す

て
き
な
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

守
谷
で
実
施
し
た
ド
イ
ツ
料
理

教
室
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。
市

役
所
の
ツ
ア
ー
や
ビ
ー
ル
工
場

の
見
学
も
面
白
か
っ
た
で
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
の
で
、
普
通
の
観
光
客

よ
り
も
日
本
の
暮
ら
し
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
非
常

に
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

来
日
中
は
、
仙
台
や
京
都
も

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
の

立
派
な
自
然
と
豊
か
な
文
化
に

も
触
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

自
国
と
違
う
と
こ
ろ
も
た
く
さ

ん
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
日
本
の
電
車
で
す
。

い
つ
も
時
間
を
正
確
に
守
っ
て

い
て
す
ご
い
で
す
ね
。
ド
イ
ツ

で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
遅
延
や
運
休
が

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
す
。
ま
た
、

日
本
で
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や

券
売
機
は
全
て
機
能
し
て
い
ま

す
が
、
ベ
ル
リ
ン
で
は
券
売
機

が
頻
繁
に
壊
れ
、
お
札
を
受
け

入
れ
ず
、
あ
き
れ
て
し
ま
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

続
い
て
、
日
本
の
清
潔
さ
で

す
。
ベ
ル
リ
ン
の
通
り
で
は
日

本
よ
り
も
ご
み
箱
が
多
い
の
に
、

ご
み
や
犬
の
ふ
ん
を
よ
く
見
か

け
ま
す
が
日
本
で
は
目
に
つ
き

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
日
本
は
ど

こ
に
で
も
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す
。

ベ
ル
リ
ン
で
は
、
夢
み
た
い
で

す
。
寒
い
ド
イ
ツ
に
も
暖
房
便

座
が
欲
し
い
な
と
も
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
靴
を
脱
ぎ
履
き
す

る
習
慣
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
自
宅
で
は
靴
を
脱
ぐ

の
で
す
が
、
日
本
で
は
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
も
旅
館
も
、
ト
イ

レ
で
は
違
う
ス
リ
ッ
パ
に
履
き

替
え
、
和
室
に
は
靴
で
あ
が
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に

慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
が
何
よ
り

も
気
に
入
っ
た
の
は
日
本
の
お

風
呂
で
す
。
自
宅
で
は
浴
槽
が

あ
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
シ
ャ
ワ
ー

だ
け
で
済
ま
せ
ま
す
。し
か
し
、

日
本
で
は
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た

後
、
お
風
呂
や
温
泉
に
つ
か
り

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
の
は
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
し
た
。
ド
イ
ツ

で
は
浴
槽
が
な
い
家
が
多
い
で

す
。
温
泉
も
な
い
の
で
、
本
当

に
残
念
で
す
。

　

ほ
か
に
も
、日
本
料
理
は
魚
、

ご
飯
、
大
豆
か
ら
作
ら
れ
た
豆

腐
な
ど
の
製
品
、
野
菜
や
果
物

が
多
く
、
こ
っ
て
り
し
た
ド
イ

ツ
料
理
よ
り
健
康
に
い
い
で
す

ね
。
そ
れ
な
の
に
と
て
も
お
い

し
く
て
、
不
思
議
だ
な
と
思
い

ま
し
た
（
笑
）。
食
べ
物
で
一

番
の
お
気
に
入
り
は
お
好
み
焼

き
で
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
友
達

と
お
話
し
し
な
が
ら
、
自
分
で

焼
く
楽
し
さ
が
あ
る
上
に
、
お

い
し
い
か
ら
で
す
。

　

日
本
で
過
ご
し
た
二
週
間
で

多
く
の
経
験
を
し
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
、
息
子
の
ヨ
ー
ク

が
な
ぜ
日
本
で
暮
ら
し
、
快
適

だ
と
感
じ
て
い
る
の
か
、
や
っ

と
分
か
り
ま
し
た
。
私
た
ち
も

日
本
が
好
き
に
な
っ
た
の
で
、

い
つ
か
ま
た
守
谷
の
皆
さ
ん
に

お
会
い
で
き
た
ら
な
と
思
い
ま

し
た
。

国
際
交
流
員

ヨ
ー
ク
さ
ん
の

両
親
の

▽ 

▽ 

▽　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を
奨
励
し
ま
す　

△ 

△ 

△

全
国
大
会
出
場
者
紹
介

全
国
大
会
出
場
者
紹
介川

かわさき

﨑さとみさん
（本町）

ソニー生命カップ
第 34回

全国レディース
テニス大会

３位



広報もりや 2013.1.1021

◎
守
谷
市
公
民
館
事
業

　

寒
さ
に
負
け
ず
、
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
！

▼
開
催
日
時
・
会
場　

１
月
22

日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30

分
郷
州
公
民
館
集
会
室
／
28
日

㈪
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

高
野
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
／

31
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

30
分
北
守
谷
公
民
館
多
目
的

ホ
ー
ル
▼
募
集
人
数　

各
日
30

人
▼
参
加
費　

無
料
▼
持
参
品

室
内
シ
ュ
ー
ズ
▼
服
装　

運
動

の
で
き
る
服
装

▼
問
合
先

郷
州
公
民
館
☎
48
・
６
７
１
１

高
野
公
民
館
☎
45
・
５
４
１
１

北
守
谷
公
民
館
☎
47
・
０
１
１
１

◎
中
央
公
民
館
事
業

　

初
心
者
向
け
の
筋
ト
レ
＆
ス

ト
レ
ッ
チ
講
座
で
す
。

▼
開
催
日
時　

１
月
23
日
㈬
・

29
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

15
分
▼
会
場　

中
央
公
民
館
大

広
間
▼
募
集
人
数　

各
日
20
人

▼
参
加
費　

無
料
▼
持
参
品

ス
ト
レ
ッ
チ
マ
ッ
ト
（
あ
る
方
の

み
）
▼
服
装　

運
動
の
で
き
る

服
装
▼
申
込
方
法　

当
日
受
付

▼
申
込
・
問
合
先

中
央
公
民
館
☎
48
・
６
７
３
１

　

舞
台
の
音
響
、
照
明
操
作
を

プ
ロ
か
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

２
月
10
日
㈰
午
後
１

時
〜
４
時
▼
会
場　

中
央
公
民

館
ホ
ー
ル
▼
募
集
人
数　

25
人

※
超
過
の
場
合
抽
選
／
抽
選
漏

れ
の
方
の
み
連
絡
▼
参
加
費

５
０
０
円
※
受
講
者
に
修
了
証

を
渡
し
ま
す
▼
申
込
方
法　

電

話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

中
央
公
民
館
☎
48
・
６
７
３
１

▼
内
容　

入
門
書
道
教
室

▼
日
時　

２
月
１
日
㈮
・
８
日

㈮
、
３
月
１
日
㈮
・
８
日
㈮
午

後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分
（
全

４
回
）
▼
会
場　

中
央
公
民
館

和
室
▼
募
集
人
数　

10
人
▼
参

加
費　

無
料
▼
持
参
品　

筆
、

半
紙
、
硯
（
無
い
場
合
は
ク
ラ

ブ
で
用
意
）
▼
申
込
方
法　

１

月
28
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
む

▼
問
合
先

室
井　

☎
46
・
２
７
６
４

松
丸　

☎
48
・
２
４
０
７

　

３
月
２
日
㈯
か
ら
９
日
㈯
ま

で
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い

て
第
28
回
守
谷
市
美
術
作
家
展

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
美
術
展
の
開
催
に
当
た

り
、
会
場
の
設
営
や
受
付
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
作
業
ス
タ
ッ
フ　

会
場
設
営
、

作
品
運
搬
等
の
補
助　

４
人

▼
受
付
ス
タ
ッ
フ　

来
場
者
の

受
付
、
作
品
の
監
視
等　

４
人

▼
申
込
方
法　

２
月
１
日
㈮
ま

で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

市
役
所
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
Ｇ　

内
線
２
７
６

　

近
隣
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
愛
好

家
が
集
い
、
奏
で
る
ひ
と
と
き

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

▼
日
時　

１
月
27
日
㈰
午
後
１

時
30
分
開
場
、
午
後
２
時
開
演

▼
会
場　

つ
く
ば
み
ら
い
市
谷

和
原
公
民
館
▼
内
容　

出
演
参

加
者
全
員
に
よ
る
演
奏
「
君
を

の
せ
て
」
ほ
か
、
各
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
団
体
お
よ
び
プ
ロ
と
の
演

奏
▼
出
演　

県
立
並
木
中
等
教

育
学
校
、
守
谷
高
校
、
市
立
愛

宕
中
学
校
、
御
所
ケ
丘
中
学
校

の
各
吹
奏
楽
部
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
パ
ー
ト
部
員
ほ
か
▼
主
催

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
グ
リ
ー
ン
リ
ー
フ
」
▼
後
援

市
教
育
委
員
会
ほ
か

▼
問
合
先

山
口　
　

０
８
０
・５
４
９
８
・

１
４
５
５

　

clengreenleaf@
gm
ail.

com

　

http://clarinetengreen
leaf.w

eb.fc2.com
/

第第
2828
回
守
谷
市
美
術
作
家
展

回
守
谷
市
美
術
作
家
展

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

第
２
回
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン
サ
ン

第
２
回
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ブ
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

  

入
場
無
料

入
場
無
料

ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

守
谷
書
道
ク
ラ
ブ

守
谷
書
道
ク
ラ
ブ

  

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

▼
日
時
・
内
容
等　

別
表
参
照

▼
募
集
人
数　

30
人
※
超
過
の

場
合
抽
選
／
抽
選
漏
れ
の
方
の

み
連
絡
▼
参
加
費　

６
０
０
円

※
見
学
時
の
交
通
費
・
昼
食
代

は
各
自
負
担
▼
申
込
方
法　

１

月
31
日
㈭
ま
で
に
電
話
ま
た
は

窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

中
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日　時 内　容 講　師 持参品 会　場
2 月 8日㈮
9:30 ～ 12:00 風呂敷に学ぶ 小

こ す げ

菅嘉
よ し こ

子氏 風呂敷
500mlペットボトル 中央公民館集会室

22日㈮
10:00 ～ 12:00 年金の基礎知識 生命保険文化センター 中央公民館集会室

3月 15 日㈮
9:00 ～ 16:00

浅草ガイドツアー
＆ソラマチ散歩
（館外見学）

台東区
ボランティアガイド 東京都台東区　　　墨田区

22日㈮
10:00 ～ 12:00 歌声喫茶 フォーク歌手

有
ありよし

吉かつこ氏 中央公民館集会室

１
月
の
ス
ポ
レ
ク

１
月
の
ス
ポ
レ
ク
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もりや学びの里・東板戸井集会所休館

　もりや学びの里は、耐震改修工事に伴い、下記期間が休館となります。（※体育館のみ開放）
　この工事に伴い、学びの里内に開設した適応指導教室『はばたき』が一時移転するため、東板戸
井集会所も同期間において休館となります。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解くださいますようお願いします。

▼期間　4月 1日㈪～9月 30日㈪予定

▼問合先　市役所生涯学習課　生涯学習Ｇ　内線 276

◆日時　2月 15 日㈮ 13:00 ～ 16:00
　　　　2月 16 日㈯ 10:00 ～ 16:00
　　　　2月 17 日㈰ 10:00 ～ 16:00
◆内容　写真、押し花、工芸、生花、書道、絵画、

着付けなど

◆日時　2月 17 日㈰ 10:00 ～ 11:30
◆内容　「地域で楽しく健康に生活するために」
◆講師　大

お お た

田仁
ひ と し

史先生（茨城県立健康プラザ管
理者、医学博士）

◆日時　2月 17 日㈰ 9:00 ～
◆内容　大正琴、フラダンス、太極拳、ウクレレ、

ダンス、歌、踊り、リトミック、三味線、
楽団演奏、マジックなど

◆問合先　郷州公民館　☎ 48-6711
＊駐車場に限りがありますので、徒歩・自転車
等でのご来場をお願いします。

◆日時　2月 16 日㈯ 10:00 ～ 15:00
◆テーマ　環境のよい街づくり  
◆参加団体　郷州小学校、みずき野町内会、

守谷市産業地域協力会、常総環境
センター、守谷市消費者の会、守
谷をきれいにしよう会ほか

◆日時　2月 17 日㈰ 11:40 ～
◆内容　①車椅子の乗り方と介助　②目隠し歩行

③車椅子リフト車の乗車

●箏
こと

教室（主催：箏
ことかざぐるま

風車）
◆日時　2月 16 日㈯ 11:00 ～
◆参加費　無料
◆申込方法　当日受付

◆日時　2月 18 日㈪～ 2月 24 日㈰
　　　　9:00 ～ 17:00（最終日は 15:00 まで）
◆内容　写真、絵手紙、絵画、トールペイント、

手芸、キルト、ビーズ、短歌など

●野菜販売・わたあめ販売（他試食あり）
◆日時　2 月 16 日㈯ 11:00 ～　※品物がなく

なり次第終了（守谷市産業地域協力会、
いばらきコープ　共催）

◆日時　2月23日㈯・24日㈰10:00～　
◆内容　太極拳、リトミック、コーラス、空手、オ

カリナ、ダンス、少林寺拳法、和太鼓、歌謡、
ゴスペル、ミュージックベル、スポーツ吹
矢、日舞、ハーモニカ、バイオリンなど

●模擬店　混ぜ寿司、太巻き寿司、酒まんじゅう、
豚汁、かけそば

◆日時　2月 23日㈯・24日㈰　10:30～玄関前
※品物がなくなり次第終了
（豚汁は 23日㈯のみ）

●お茶席
◆日時　2月 24 日㈰　11:00 ～ 15:00　和室
　　　　※お菓子がなくなり次第終了
◆問合先　北守谷公民館　☎ 47-0111
＊駐車場に限りがありますので、徒歩・自転車
等でのご来場をお願いします。

作品展作品展
ふれあいまつり記念講演ふれあいまつり記念講演

発表会発表会

パネル展パネル展地域で楽しく健康に生活するための体験学習地域で楽しく健康に生活するための体験学習

体験教室体験教室

作品展作品展

模擬店模擬店

発表会発表会

模擬店・お茶席模擬店・お茶席

郷州公民館まつり北守谷公民館
地域ふれあいまつり

第19回第12回
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としょかんへいこう！
◆資料の検索はホームページから（パスワード登録すると、予約申込や貸出・予約状況の照会もできます）

http://www.lib.moriya.ibaraki.jp https://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp

１月の児童テーマ『十二支』

パソコン 携帯電話

休　館　日　　毎週月曜日、1月 15 日㈫、2月 12 日㈫
　　　　　　1月 31 日㈭、2月 28 日㈭は中央図書館のみ休館
　　　　　　2月 13 日㈬は公民館図書室のみ休室

開館時間　　中央図書館　　　10：00 ～ 18：00　※木曜日は、13：00 ～ 18：00
　　　　　　各公民館図書室　 9：30 ～ 16：30

　図書館をより身近に感じてもらうために、図書館と歩む会との共催で、図書館の見学会を行います。
普段は入れない書庫を見学したり、本にカバーをかける作業が体験できます。ぜひご参加ください。▲

日　　時　2月 11 日（月・祝）① 10:15 ～ 11:45　② 13:30 ～ 15:00　※①と②は同内容▲

場　　所　中央図書館 3階視聴覚室▲

内　　容　館内見学（図書館職員が案内）、本のカバーかけ体験▲

募集人数　各回先着 20人（小学 2年生以下の子どもは保護者同伴／大人の方やひとりでの参加も可）▲

持　参　品　はさみ、カッター、30cm程度の定規、カバーをかけたい本（薄い本や貴重な本は避けてく
ださい）※図書館でも用意しますが、数に限りがありますので、できるかぎり持参ください▲

申込方法　1月 25日㈮ 10:00 ～　中央図書館に直接または電話で申し込む

▲

日時　1月 11日㈮・12日㈯・16日㈬・22日㈫・23日㈬、2月 5日㈫・8日㈮・9日㈯ 11:00 ～
1月 20日㈰ 14：00～▲

会場　中央図書館１階　おはなしのへや 
※ 1月 22日㈫は、中央図書館３階 視聴覚室にて、おひざでだっこおはなし会（赤ちゃん向け）
になります

※日時は変更になることがあります

　市では、ブックスタート事業にご協力いただけるボランティアを募集します。ブックスタートとは「赤
ちゃんとその親が、絵本を介してコミュニケーションをとることを応援する」事業です。▲

作業内容　保健センターでの3～ 4か月児健康診査時に、参加者 (赤ちゃんとその保護者 )へ簡単な説
明や絵本の読み聞かせなどを交えながらブックスタートパックを手渡す
（活動は平日の13:30～ 16:00）▲

応募条件　市内在住で、年 6回程度のブックスタートにご協力いただける方▲
募集人数　若干名　※応募者が多数の場合には、面談などにより決定▲

申込方法　2月 8日㈮までに中央図書館に直接または電話で申し込む
※募集人数に達しない場合は、申込期間後も随時受付

「図書館見学会」に参加してみませんか？

おはなし会においでよ！

平成 25年度ブックスタートボランティア募集

守谷ハーフマラソン開催のため、2月３日㈰の
中央図書館の開館時間は、14：00 ～ 18：00
となります。当日は、大会開始前から交通規制
が実施され、大会終了後も中央図書館周辺は車
両等で大変混雑することが予想されます。

なお、各公民館図書室は通常どおり開室します。

◎1月 13日㈰
　　中央公民館図書室

　（成人式典開催のため）

◎２月17日㈰
　　郷州公民館図書室・北守谷公民館図書室

　（公民館まつり開催のため）

1･2 月1･2 月

開館時間変更のお知らせ開館時間変更のお知らせ 図書室の臨時休室のお知らせ図書室の臨時休室のお知らせ
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タック！
市民バレーボール大会（11月 4日）

　毎年恒例となっている市民バレーボール大会が
常総運動公園総合体育館で開催されました。この
大会は、男女混合チームによる９人制バレーボー
ル大会で、参加者がバレーボールを気軽に楽しむ
ことを目的としています。当日は 15 の参加チー
ムにより試合中は歓声の絶えない楽しい大会とな
りました。優勝　アコロン　準優勝　ＺＥＲＯ

アア

おお

交交 通ルールをしっかり守ろう！
交通事故防止街頭キャンペーン（12 月３日）

　車を運転する機会が増える年末年始に向けて、
立沢野目里塚交差点で交通安全街頭キャンペーン
が行われました。キャンペーンに参加した、交通
安全協会、交通指導隊、取手警察署、交通安全母
の会、守谷市産業地域協力会の方がドライバーに
安全運転やエコドライブの啓発グッズを配り、安
全運転で事故を減らすように呼びかけていました。

米をありがとう
大野小学校児童がお米を贈呈（11月 19日）

　大野小学校の児童た
ちが総合的な学習の時
間の中でつくったもち
米 20㎏が市へ贈呈され
ました。お米は「元気
サロン」のもちつきな
どで大切に使わせてい
ただきました。ありが
とうございました。
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豊かな社会をつくるために
人権週間「人権啓発研修会」（12月８日）

　第 64 回人権週間（12 月４日～ 10 日）にあわ
せ、文化会館で人権啓発研修会を開催しました。
茨城県人権啓発推進センター人権相談員である卜

うら

部
べ

吉
よ し お

雄氏の講演と人権啓発ビデオの上映を行いま
した。今回の研修によって、参加者は人権につい
ての知識を深め、人権意識を高めるきっかけづく
りができました。

心心

暖暖 かいともしび
もりやクリスマスファンタジー2012（12 月２日～ 25 日）

まま ちをみんなできれいに
環境美化の日　（12月２日）

　早朝から町内会・自治会を中心とした市内の一
斉清掃を環境美化の日として実施しました。当日
は、寒さが厳しい中、子どもから年配の方までさ
まざまな人が参加して市内がきれいになりまし
た。次回もご協力をお願いします。

　守谷駅西口駅前広場で開催したもりやクリスマ
スファンタジーは今回で 7回目を迎えました。市
民の皆さんから提供を受け電飾されたクリスマス
ツリーが寒い夜に暖かいともしびとなり、幻想的
な空間をつくりだしていました。

　中央公民館において地域安全・暴力追放市民大
会を開催しました。暴力団の活動状況や対策につ
いて取手警察署刑事官 平

ひ ら ま

間英
ひ で お

生氏による講演や守
谷市防犯連絡員協議会長小

お の

野捷
かつひろ

暢氏による事例発
表などを行いました。皆さんで安全で安心な地域
社会を目指していきましょう。

暴暴 力のないまちを目指して
第６回地域安全・暴力追放市民大会（11月17日）

●まちの話題を写真記事でお届けします
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申 込 日 収 集 日

日
大井沢地区
大野地区
高野、乙子、南守谷地区
原、原本町、北園
小山、奥山新田、奥山本田、
辰新田、同地、赤法花

区　　　分

守 谷 市 役 所 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/
発行者　守谷市長　 会 田　真 一
編　集　守谷市役所総務部秘書課

〒302-0198　守谷市大柏950-1
0297-45-1111（代表）

市 の 情 報 を メ ー ル で 配 信

◆主な内容◆
・イベント情報
・防犯 ･防災情報
・火災発生情報
・選挙情報

メールもりやに登録を !

http://mm.city.moriya.ibaraki.jp/mobile/
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2月のし尿収集日

―

―

平成 24年１2月 20日現在

世　帯 24,189戸 （＋26戸）
人　口 63,978人 （＋50人）
　男　 32,298人 （＋47人）
　女　 31,680人 （＋ 3人）
昨年同月人口　　 62,857人     

取手医師会病院（小児科除く）

JAとりで総合医療センター（小児科:水曜日除く）

総合守谷第一病院（小児科 : 水曜日）

 ０２９７－７８－６１１１

 ０２９７－７４－５５５１

 ４５－５１１１

前月比

※問合先のＧはグループの略表記

4   5 6
12 13 14
18 19 20
21 22
25 26
27 28

　乳幼児期は好奇心が旺盛です。興味のあるものには何でも手を
伸ばし、どこにでも行こうとします。しかし、何が危険で何が安
全なのか、自分では判断ができません。不慮の事故は後を絶た
ず、死因の多くを占めています。子どもの成長によって発生しや
すい事故や予防のポイントは異なります。
月齢・年齢別で起こりやすい事故

もし、誤飲してしまったら…　異物が口の中に見えるときは、人
差し指をほおの内側に沿って差し入れ、詰まっているものをかき
だす。慌てて、のどの奥に押し込まないよう注意！
飲み込んだものによって、吐かせてはいけないものもあります！

わからないときには、電話相談を活用してください。
☆中毒110番（日本中毒情報センター）※通話料有料／365日対応
・・つくば　☎029-852-9999（9:00～21:00）
・・大　阪　☎072-727-2499（24時間）
・・タバコ専用電話　☎072-726-9922（24時間／テープ方式）

ヘルシー保健師だより

子どもの救急～事故予防～

vol.67vol.67vol.67vol.67

●問合先　保健センター　☎ 48-6000

新
生
児
〜
６
か
月

〈窒息事故〉予防のポイント…寝具の環境を整える（固めの布
団を選ぶ／タオルや布団で赤ちゃんの顔を覆わない／赤ちゃん
の周囲には何も置かない）。
〈転落事故〉予防のポイント…少しずつ動いて移動しているこ
とがあるので、ベッドの柵は必ず上げておく。少しの間でも、
ソファには寝かせない。

７
か
月
〜
11
か
月

〈転落・転倒（玄関・ベビーカー・階段からの転落など）〉
予防のポイント…ハイハイやつかまり立ちができ、動き回るよ
うになることで、いろいろな事故が起こりやすくなる時期。子
どもから目を離さないようにする。
〈誤飲・中毒、やけど〉予防のポイント…子どもの身の回りや
手の届くところに、誤飲や、やけどにつながるようなものは置
かない。

１
歳
〜
４
歳

〈溺水〉予防のポイント…浅い水でも浴槽で溺死することがあ
るので、浴槽の水を抜いておく。
〈交通事故、誤飲・中毒〉予防のポイント…できるだけ子ども
から目を離さないようにする。手をつないで歩く。

飲み込んだもの 水を飲ませる 牛乳を飲ませる 吐かせる
タ
バ
コ

葉・吸い殻 × × ○
タバコを浸した溶
液 ○ ○ ○

強酸・強アルカリ（洗
浄剤・漂白剤等） ○ ○ ×

医薬品 ○ ○ ○
石油製品（灯油、マニ
キュア、除光液等） × × ×

ボタン電池 × × ×

１月の納期
・・市・県民税……………４期
・・国民健康保険税………７期
・後期高齢者医療保険料…７期
・上下水道使用料…11・12月分

 １/ 7 ～１/11 １/23
 １/21 ～１/25 ２/ 6
 ２/ 4～２/ 8 ２/20




